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永
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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 岸 　　 正  治 さん
きし まさ はる

　

永
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 亀  谷 　 隆  雄 さん
かめ や たか お

　

永
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 成  田 　 幸  久 さん
なり た ゆき ひさ

　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
歯
科
医
と
し
て

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
学
校
環

境
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。  田  中 　 正  陽 さん

た なか まさ はる

　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
薬
剤
師
と
し
て

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
学
校
環

境
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 丸  山 　 博  子 さん
まる やま ひろ こ

　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
薬
剤
師
と
し
て

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
学
校
環

境
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 塩 　　 弘  子 さん
しお ひろ こ

　

永
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
な
ど
と
し

て
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
と
と

も
に
、
登
別
市
暴
力
追
放
運
動
推
進
団
体

連
絡
協
議
会
役
員
と
し
て
暴
力
追
放
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

 松  山 　　 惇 さん
まつ やま まこと

　　

　

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
委
員
な
ら

び
に
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て

教
育
文
化
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
、
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 吹  越 　 愛  子 さん
ふき こし あい こ
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��



�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　
 
赤 　
 
石 　
 
育 　
 
英 　

さ
ん

あ
か 

い
し 

い
く 

え
い

　
 
岩 　
 
井 　
 
重 　
 
憲 　

さ
ん

い
わ 

い 

し
げ 

の
り

　
 
大 　
 
野 　
 
吉  
三  
郎 　

さ
ん

お
お 

の 

き
ち 
さ
ぶ 
ろ
う

　
 
辻 　
 
澤 　
　
　
 
昇 　

さ
ん

つ
じ 

さ
わ 

の
ぼ
る

　
 
宮 　
 
城 　
 
洋 　
 
一 　

さ
ん

み
や 

ぎ 

よ
う 

い
ち

　
 
渡 　
 
辺 　
 
幸 　
 
一 　

さ
ん

わ
た 

な
べ 

こ
う 

い
ち

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
な
ど
と
し
て

地
方
自
治
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
 
井 　
 
上 　
 
茂 　
 
美 　

さ
ん

い
の 

う
え 

し
げ 

み

　
 
小 　
 
野 　
 
昭 　
 
治 　

さ
ん

お 

の 

し
ょ
う 

じ

　
 
片 　
 
山 　
 
金 　
 
治 　

さ
ん

か
た 

や
ま 

き
ん 

じ

　
 
鹿 　
 
野 　
　
　
 
栄 　

さ
ん

か 

の 

さ
か
え

　
 
近 　
 
藤 　
　
　
 
功 　

さ
ん

こ
ん 

ど
う 

い
さ
お

　
 
近 　
 
藤 

こ
ん 

ど
う　
　
　
 
實 　

さ
ん

み
の
る

　
 
佐  
 々 
木 　
　
　
 
稔 　

さ
ん

さ 

さ 

き 

み
の
る

　
 
佐 　
 
藤 　
 
信 　
 
一 　

さ
ん

さ 

と
う 

し
ん 

い
ち

　
 
渋 　
 
谷 　

イ
ツ 
子 　

さ
ん

し
ぶ 

や 

こ

　
 
白 　
 
田 　
　
　
 
浩 　

さ
ん

し
ら 

た 

ひ
ろ
し

　
 
田 　
 
中 　
 
孝 　
 
子 　

さ
ん

た 

な
か 

た
か 

こ

　
 
對 　
 
馬 　
 
敬 　
 
子 　

さ
ん

つ 

し
ま 

け
い 

こ

　
 
林 　
　
　
 
義 　
 
税 　

さ
ん

は
や
し 

よ
し 

ち
か

　
 　
 　
 
瀬 　
　
　
 
至 　

さ
ん

ひ
ろ 

せ 

い
た
る

　
 
藤 　
 
江 　
　
　
 
怜 　

さ
ん

ふ
じ 

え 

さ
と
し

　
 
本  
谷  
内 　
　
　
 
都 　

さ
ん

も
と 

や 

う
ち 

み
や
こ

　
 
由 　
 
井 　
 
武 　
 
彦 　

さ
ん

ゆ 

い 

た
け 

ひ
こ

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
役
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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三 　
 
島 　
 
道 　
 
明 　

さ
ん

み 

し
ま 

み
ち 

あ
き

　

多
年
に
わ
た
り
、
登
別
市
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
な
ら
び
に

交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
須 　
 
田 　
 
倫 　
 
夫 　

さ
ん

す 

だ 

の
り 

お

　

多
年
に
わ
た
り
、
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
健
康
管
理
な
ら
び
に
学
校
環
境
衛

生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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佐 　
 
藤 　
 
逸 　
 
夫 　

さ
ん

さ 

と
う 

い
つ 

お

　
 
古 　
 
田 　
 
幸 　
 
代 　

さ
ん

ふ
る 

た 

ゆ
き 

よ

　
 
宮 　
 
武 　
 
悦 　
 
子 　

さ
ん

み
や 

た
け 

え
つ 

こ

　

多
年
に
わ
た
り
、
文
化
団
体
役
員
と
し
て

芸
術
文
化
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。�

�
�
�
�
�

　

室
蘭
信
用
金
庫

　

多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
児
童
図
書
の

充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
草 　
 
塩 　
 
忠 　
 
幸 　

さ
ん

く
さ 

し
お 

た
だ 

ゆ
き

　

多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
社
会
福
祉
の

充
実
と
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�

　

登
別
市
婦
人
短
期
大
学
同
窓
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
社
会
教
育

活
動
の
推
進
な
ら
び
に
子
育
て
支
援
活
動
な

ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 
お問い合わせ

総務グループ
�○８５ 1130
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somu@city.
noboribetsu.
hokkaido.jp

　
 
井 　
 
下 　
 
英 　
 
之 　

さ
ん

い
の 

し
た 

ひ
で 

ゆ
き

　
 
川 　
 
口 　
　
　
 
博 　

さ
ん

か
わ 

ぐ
ち 

ひ
ろ
し

　
 
熊 　
 
本 　
 
幸 　
 
一 　

さ
ん

く
ま 

も
と 

こ
う 

い
ち

　
 
杉 　
 
山  
 
惠 　
 
子 　

さ
ん

す
ぎ 

や
ま 

け
い 

こ

　
 
袖 　
 
山 　
　
　
 
功 　

さ
ん

そ
で 

や
ま 

い
さ
お

　
 　
 　
 
橋 　
 
浩 　
 
一 　

さ
ん

た
か 

は
し 

こ
う 

い
ち

　
 
千 　
 
葉 　
 
正 　
 
俊 　

さ
ん

ち 

ば 

し
ょ
う 

し
ゅ
ん

　
 
堀 　
 
尾 　
 
政 　
 
江 　

さ
ん

ほ
り 

お 

ま
さ 

え

　
 
明 　
 
道 　
 
岩 　
 
造 　

さ
ん

み
ょ
う 

ど
う 

い
わ 

ぞ
う

　
 
山 　
 
中 　
 　
 　
 
男 　

さ
ん

や
ま 

な
か 

た
か 

お

　

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。



�

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
多
く
の
方
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ

り
良
い
政
策
を
創
り
だ
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
治
体
で
は
政
策
形
成
能

力
や
政
策
法
務
能
力
な
ど
政
策
に
か
か
わ

る
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
の
大
学
で
は
、
こ
う
し
た

社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
政
策
系
大

学
院
や
学
部
な
ど
が
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
学
生
た
ち
が
現
実

の
社
会
で
、
現
場
の
実
情
を
検
証
し
て
政

策
提
言
を
行
う
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
、
同
志
社
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
の
大
学
や
登
別
市
議
会
、

登
別
商
工
会
議
所
、
登
別
観
光
協
会
、
登

別
市
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
登

別
市
を
会
場
に
政
策
の
論
議
を
行
う
『
全

国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
『
登
別
市

の
観
光
政
策
を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
「
市
民
活
動
団
体
に
『
観
光
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活

動
し
て
い
た
だ
く
」
と
い
っ
た
提
言
や

「
温
泉
と
い
う
資
源
が
あ
っ
て
も
そ
れ
以

外
の
も
の
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い

っ
た
登
別
市
の
観
光
の
問
題
点
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

 　

今
年
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
岩
手

県
立
大
学
、
立
教
大
学
、
日
本
大
学
、
同

志
社
大
学
か
ら
学
生　

人
、　

グ
ル
ー
プ

58

10

と
市
職
員
若
手
４
人
で
構
成
す
る
１
グ
ル

ー
プ
が
参
加
し
、
『
登
別
ら
し
さ
を
政
策

に
〜
の
ぼ
り
べ
つ
発
見
の
旅
〜
』
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
市
観
光

経
済
部
次
長
が
『
登
別
市
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
観
光
客
の
入
り
込

み
の
推
移
や
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
市
の
観
光
の
現
状
を
説
明
。
そ
の

後
、
市
内
一
円
を
バ
ス
で
視
察
し
、
夜
に

は
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
市
役
所
本
庁
舎
を
基
点
に
、

グ
ル
ー
プ
提
言
の
資
料
収
集
の
た
め
、
市

職
員
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
者
な
ど
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
ほ
か
、
観
光
地
や
商

店
街
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
政
策
提
言

を
行
っ
た
ほ
か
、
入
賞
し
た
グ
ル
ー
プ
の

代
表
な
ど
５
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
提
言
で
は
、
学
生
が

『
の
ぼ
り
べ
つ
』
を
旅
し
て
発
見
し
た
『
登

別
ら
し
さ
』
や
学
生
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

ク
な
提
言
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
提
言
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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　登別は温泉観光
都市として知られ
ています。なぜな
ら現在の集客方法
は登別温泉を主体
としたもので、多
くの団体客が来て
いるからです。
　しかし、それで
は観光客が旅館に

しかとどまらず、登別の魅力を知らずに、本当の登別
に触れることなく帰ってしまいます。
　こうした傾向は全国各地の温泉地に見られるため、
それを改善する新たな集客スタイルを提案します。
　それは、『住民、観光客、行政』のパートナーシッ
プの形です。最も大切なのは住民の主体性です。なぜ
なら、登別の良さを知ってるのは住民自身だからです。
　わたしたちは、このプロジェクトに参加してくれる
観光客を『のぼりベアン』と呼びます。観光客という
言葉を使うともてなされて当然という意識を持ってし
まうため、このプロジェクトにはそぐわないと思うか
らです。『のぼりベアン』には、住民と一緒に登別を
体感してもらいたいのです。

　登別温泉に来たお客
様にも地域に密着した
事業やイベントに参加
していただき、その体
験を重ねることによっ
て受け入れ側の活動に
引き込みたいと思いま
す。おもてなしを受けるお客様が参加型の体験を重ね
ることで、いつのまにか受け入れ側の立場になってい
ることが最大の狙いです。
　その結果、『のぼりべアン』にはお世話になった地
域に貢献しようとする意識が芽生える可能性がありま
す。
　つまり、登別に関心を持った市民以外の人が、登別
を活気のあるまちにしようとするきっかけにするもの
です。
　このプロジェクトでは、住民には『のぼりべアン』
との触れあいによって、地域のことを真剣に考える当
事者意識が生まれることを、住民と『のぼりべアン』
には、自分が共にこの地域を支えているという意識を
持つことを期待します。
　そして、人と人との
つながりの温かさや体
験できることの面白さ
から、『のぼりべアン
が長期滞在や登別を居
住の地に選ぶ結果にな
れば幸いです。
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　▲商店街の視察

　プラタナスとは、
登別市の木です。
語源はギリシャ語
で『広い、広がり
という意味です。
　『登別らしさ』
とは一体何か。福
祉政策が充実して
いる、公共施設が

そろっている、観光資源が豊富であるということなど
が挙げられます。このことから登別市はとても魅力あ
る都市だと思いました。そして、この魅力ある都市と
いうのが『登別らしさ』と考えました。
　登別は、これまで温泉というイメージのみに頼りす
ぎていたと思いますが、ほかのイメージも模索する必
要があります。また、登別の魅力を日本国民が理解し
ていないと考えました。このことから登別という１本
の木の枝がまだ国内に伸びきっていないと考えました。
　したがって、現在、国際化と言われてますが、あえ
て道内・道外、日本国中に、また多世代に登別の魅力
を発信していこうと考えました。
　その手法は、イベントと登別検定（ご当地検定）の

実施です。
　まず、イベントの１つ目ですが、『プラタナスマラ
ソン』の開催。これはみんなが楽しみながら参加する
ことができる非競争性のもので、地獄谷や 倶  多  楽  湖 な

くっ た ら こ

どの観光名所をコースとするのが特徴です。そして、
いわゆる給水スポットでは、特産物の飲食を可能にし、
ゴールでは走りながら試食して気に入ったものを買う
ことができ、参加者には１日温泉フリーパス券を配布
することを考えました。
　２つ目は、『登別プラタナス駅伝』の開催。これは
先程のマラソンと違って競争性の大会です。登別市を
はじめ、西胆振地域をコースとすることで全国にアピ
ールすることができます。
　次に、登別検定ですが、特徴は初級、中級、上級の
３段階、問題数５０題の択一試験、そして検定（上級）
合格者のうち、定住希望者には安価な住宅を供給する
などの特典を付けることを考えました。

　これらの効果として
は、道外の観光客や宿
泊客が増える、登別検
定定住者は住民とも共
生できるなどが考えら
れ、周遊地だった登別
市が滞在地・定住地に
なると思います。
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　わたしたちが提案す
るのは、『登別＝北海
道の縮図』、それを発
見するプロジェクトで
す。登別の資源を最大
限生かし、観光客が５
つの魅力を体験できる、
そんな観光政策を行い
たいと思います。
　登別に来る観光客の大多数は温泉が目的です。しか
し温泉以外には魅力がないので、ホテル内でしか行動
しない。そして日帰りや一泊の方が多いという問題が
分かりました。
　つまり、今回のフォーラムのテーマ『登別発見の
旅』にある登別温泉の一番の問題点は『登別らしさ』
というところが温泉しかない、ほかにも登別の魅力が
あるにもかかわらず、温泉があまりにも素晴らしすぎ
るため、ほかの魅力が負けてしまっている。それを解
決することを考えました。
　この歴史ある温泉でなぜ温泉しかないのか、やはり
危機感の欠如ではと考えました。ホテルの稼働率とい

うのが平成１７年４５％、平成１８年４３％と減っていますが、
一部屋当たりの単価が増加していることからホテル経
営自体がとても厳しいわけではないと聞きました。そ
して一番の問題が観光客誘致の施策が中心ということ
です。登別が温泉にすべてを頼っていることが問題の
本質であり、観光客が減っていることは結果でしかあ
りません。根本にある登別には何が足りないのかを解
決しなければ『登別らしさ』がないと考えました。温
泉以外に何があるのか、登別の地域文化や固有の魅力
は何かを再発見しなければならないと考えます。
　わたしたちが発見した『登別らしさ』は、アイヌ文
化、漁港、自然、温泉です。観光地登別の真の強みは、
海産物や自然、アイヌ文化などがある、実はこれは北
海道全体の魅力ではないか、登別にこそ北海道の魅力
が凝縮されているのではないかと考えました。
　わたしたちが考えた『五味を満喫』というプランで
すが、漁港や自然、文化、温泉、４つ考えました。そ
して五味の５つ目ですが、これは４つを受け身で体験
するのではなく、観光客がどのような魅力を登別に見
い出すのか。例えばこんな登別の良さがあったという
ことをアンケート形式で市に投函し、それを今月の
『 第  五  味  』として紹介する。これにより、市民やホ

だい ご み

テルの方もこういうことが良かったんだと再認識でき
ると考えます。
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　『登別らしさ』とい
うことで、初めに思い
浮かぶことが温泉です。
　わたしたちは、団塊
の世代などを登別に呼
び込むことを念頭に、
『温泉』を『湯治』と
置き換えました。

　そこで、カルルス温泉を視察し、現状と課題につい
てまとめました。
　現状と課題として挙げられたのは、『湯治場以外の
ものがない』『整備が遅れている』『横の連携がな
い』『広報が不十分』『行政との連携ができていな
い』ということなどです。
　そのため、行政と温泉旅館組合が協働すること、そ
して温泉だけではなく、ほかの要素を加えてプランニ
ングを考える必要性があります。温泉だけでなくそれ
をサポートする付加価値が必要です。
　そして、カルルス温泉の宿泊施設の連携を強化し、
共同でツアーなどを企画して集客に努めるべきです。
　また、自然と温泉が
放つ癒しの効果を登別
カルルス温泉らしさと
し、四季折々の自然の
変化を生かすことで、
新規顧客を呼び込める
のではないでしょうか。
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▲カルルス温泉でのインタビュー

 

　われわれが提案する『オフィシャルドリンク制度』
では、まず市民委員会を創設します。構成メンバーは
住民と生産者で、住民は各年齢層や地域からの代表、
生産者は卵などを作っている生産者の代表です。委員
会の位置付けは、住民とオフィシャルドリンク受け入
れ企業との橋渡しです。そして立会人として市長や議
会、登別市というものを置きます。これで住民、企業、
市という三者協働という形が整います。
　ドリンクは、登別産の物を使用し、パッケージは市
民より募集したものを使用する。そしてこのオフィシ
ャルドリンク制度で期待される効果は、登別らしさを
発揮できる協働メカニズムが形成できること、地元へ
の愛着、地元活性化、お土産、登別のＰＲです。課題
は、いかにドリンクを定着させ、続けていくかです。
続けていくからこそ、それが登別のものになるのでは
ないでしょうか。
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　登別と聞いてわた
したちは温泉という
イメージしか浮かん
できません。登別市
は温泉観光地として
全国的に有名で、観
光を地域活性化の基
幹としていますが、

観光だけが地域活性化の方法なのでしょうか。市民の
より良い生活を実現することも地域活性化の重要な要
素ではないでしょうか。
　わたしたちは、内部からの地域活性化を提案します。
　この提案は、市の中心地に居住施設を建てることか
ら始まります。施設内には居住施設のほか、ケアハウ
スなどの介護施設、育児施設、公共施設などを併設し
ます。その施設を中心に市民同士の自由交流を促進し
て新しいコミュニティの創出を図ります。そのため、
施設内に住民のコミニュティ形成の場として市民スペ
ースを設けたいと思います。
　そのコミュニティをきっかけに、地域に貢献してい
こうとする方々が集まり、実際に活動していくことが
できます。
　わたしたちは人と人とのつながりの形成のために市
の中心部に人を集め、そこに集まった人たちが地域活
動を支援し、市全体を活性化させていくことが重要だ
と考えます。
　市は市民の負託では成り立ちません。市民が一市民
として地域の問題に興味を持ち、自ら率先してまちづ
くりに貢献することで、観光資源や文化、歴史などに
とらわれないまちづくりができるのではないでしょう
か。
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　中国は、経済発展で富裕層が増
加しており、中国から出国した海
外旅行者は、 ５年で　２.８　倍に急増
しています。 ２００６年には約３,４００万
人の海外旅行者が、このままのペ
 ー スだと２０１５年には５,０００万人を
超える見通しです。 この５,０００万人
いとうのは台 湾の 総人口約 ２,３００

万人、韓国の約４,８００万人を上回る数字です。
　そこで中国に注目し、観光政策を支えるための『温
泉コンシェルジュ』を提案します。
　この温泉コンシェルジュの担い手は、シルバー人材
センターの高齢者や幼児、小学生です。幼児や小学生
には初級中国語教育を行います。簡単な言葉でも話せ
れば外国人観光客も安心します。大事なことは、外国
人観光客の不安感
を取り除くことで
す。
　そして、高齢者
には観光案内を担
っていただき、そ
のときには小学生
と高齢者がチーム
になります。
　この政策では、
他国の文化に触れることで見聞を広めることができ、
地元の観光や歴史を理解することができます。これら
を行うことで真の国際人を育成することができるので
はないでしょうか。
　わたしたちが考える真の国際人とは、自分たちの文
化に誇りを持ち、外国の人に紹介できることです。
　また、小学生を取り入れることで長期間続く観光政
策になるのではないでしょうか。
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　▲市職員に質問する学生

　ロハスとは、地
球環境保護と人々
の健康を最優先し、
持続可能な社会の
あり方を志向する
生活スタイルのこ
とです。

　それに『登別らしさ』として温泉や自然、食べ物、
そして健康や持続可能性などを盛り込んだ登別版ロハ
スというものを考えました。
　健康の面からは、海や山の幸を盛り込んだ健康食品、
温泉を利用した美容や治療、自然を利用して運動する
ことで健康になるというライフスタイルなどが考えら
れます。

　また、環境の面から
は、温泉を利用した地
熱やホテルの排食油を
再利用することなどが
考えられます。
　このようなことで、
温泉の差別化が図れま
す。登別といえば温泉
というイメージが１番強いと思いますが、ロハスのよ
うな違う視点で見ることやエネルギーなどの環境に力
を入れることで、登別温泉自体に新しいキャッチフレ
ーズが生まれると考えられます。これにより、登別市
が再度注目されることが期待されます。
　２つ目として、修学旅行生の誘致です。これは持続
可能性の面からですが、環境問題に取り組んでいると
いうことから、社会学習の一環として修学旅行で登別
市に来ていただけるのではないかと考えます。
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　▲観光客へのインタビュー
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　登別に来る観光客
は、温泉というイメ
ージを持っています。
もちろん登別に住ん
でいる方も温泉のま
ちだという認識を持
っていると思います

が、温泉以外に認識されていない魅力を認識し、開発
していく必要があるのではないでしょうか。
　わたしたちが一番魅力があると考えたのは『食』で
す。登別には、安全性が高く、品質の良い食品が豊富
にありますが、それらがあるにもかかわらず、広く市
民の方に認識されていないのではないでしょうか。
　わたしたちが考えた『登別マイレージ構想』は、登
別が誇る食材を市民が認知して『食』の魅力を実感し

てもらうことと、商品を
買ってもらうことを促進
するためにポイント制度
を設けることです。
　市内は４つの区域に分
断されていますが、区域
間の交流を促進するため、
商品を生産地に近い区域
で買うとポイントが高くなる仕組みです。そして、こ
のポイントを集めることで登別温泉に割引料金で入れ
るということを考えました。
　この構想では、市民が食材の魅力を知ることで、地
元への愛着と誇りを持つことができ、地域間の移動が
活発になることで、市としての一体感を強めることが
可能になるのではないでしょうか。
　また、登別温泉への地元利用客の増加も見込めると
思います。

　観光地が国際化す
るメリットは、少子
高齢化による国内旅
行者の減少に対応す
ること、もう１つは、
多くの外国人が訪れ
ることは、まちの魅

力が評価されることにつながり、結果として自分のま
ちに愛着がわくのではないかと思います。
　国際観光都市になるには、持続可能な成長が必要で
あり、そのためには旅行者の増加も大切ですが、魅力
ある登別を実現させることが必要だと思います。ある
資料によると、「わたしのまちには何でもありますと
いうのは、外国人観光客にとっては何もないのと一緒

だ」という言葉がありました。そのため、登別特有の
取り組みやリピーターの確保が必要だと思います。
　わたしたちが考えたのは、ウオークラリー形式で登
別に点在する鬼の像を巡り、プレゼントをもらうとい
うイベントです。題して『オニを追っておにごっこ＠
登別』。これはこぐまをさらった鬼を探し出すという
設定で行います。携帯端末で市内にある鬼の像の情報
を読み取ることで、犯人の鬼を特定する仕組みです
（犯人は角が３本ある鬼な
ど）。そして犯人を捜せた
人には鬼と一緒に記念撮影
し、後日写真とともに手紙
を送ります。その中に観光
案内などを入れ、忘れかけ
ていた思い出をよみがえら
せてリピーターの増加につ
なげようというものです。
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　▲市職員に質問する学生

　市民の皆さんに登別のイメージと
して何を思い浮かべるかアンケート
を行ったところ、温泉と答える方が
だんとつに多い結果となりました。
　しかし、選んだ理由は「登別とい
えば温泉と聞くから」など、市外の
人から見たイメージがそのまま自分

たちのイメージになっているという印象が強く残りま
した。
　住んでいるわたしたちでさえ『登別らしさ』を実感
しないまま生活しているということは、観光客も温泉
や鬼などの表面的な魅力のみを感じて帰っていると思
います。これでは、まちとしての良さが伝わらないと
思います。
　わたしたちに登別に住んでいるという意識が芽生え

てくれば、観光客にも登別の良さが伝わると思います。
　アンケートの中で、温泉以外の自慢できるところと
して「自然が多い」「海産物がおいしい」などの回答
が多くありました。例えば「ここから見た海がきれ
い」「ここの桜が素晴らしい」などのおすすめスポッ
トも立派な『登別らしさ』だと思います。こういう場
所を市民のみんなで共有して楽しむことができれば、
明るい生活に近づくと思います。
　これから団塊の世代の退職を迎え、セカンドライフ
を始める人たちに散策路のウオーキングやおすすめス
ポットなどで四季を感
じてもらったり、温泉
に入ってもらったりし
て、今まで住んできた
登別をもう一度実感・
満喫してもらいたいと
思います。
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フォーラム　登別らしさを政策に ～「のぼりべつ発見の旅」～
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さ
ん
を

き
し 
も
と 
た
く 

や

パ
ネ
リ
ス
ト
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

＜

今
川
さ
ん＞

　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
住
ん
で
い

る
人
た
ち
の
土
地
の
声
と
外
か
ら
の
風
の

声
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
外
の
学
生
か
ら
の
提
言
と
い
う
こ

と
で
、
登
別
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
奥
村

さ
ん
や
小
笠
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
。

＜

奥
村
さ
ん＞

　

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
客
観
的
に
自
分
た

ち
の
こ
と
を
正
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
よ

う
に
各
地
か
ら
来
た
若
い
方
の
視
点
で
、

も
の
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
刺
激

に
な
り
ま
す
。
か
な
り
実
現
の
可
能
性
の

高
い
事
業
が
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

＜

小
笠
原
さ
ん＞

　

市
民
と
し
て
提
言
内
容
の
実
現
に
向
け
、

行
動
力
を
高
め
ら
れ
る
か
ジ
レ
ン
マ
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
提
言
を
市
民
が
実
行

し
よ
う
と
し
た
と
き
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
市
民
の

意
識
で
す
。
登
別
に
誇
り
を
持
て
れ
ば
自

信
を
持
っ
て
実
行
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

＜

今
川
さ
ん＞

　

小
笠
原
さ
ん
か
ら
、
住
民
の
意
識
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
八
重
樫
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
議
論
し
た

こ
と
が
あ
れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

＜

八
重
樫
さ
ん＞

　

は
じ
め
て
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
分
あ
ま
り
現
実
が
見
え
て

い
な
い
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
理
想
を
形
に
す
る
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
、
柔
軟
な
考
え
方
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
住
民
が
動
い
て
く
れ
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
案
を
つ
く
っ
た
の
で
、

み
ん
な
が
常
に
自
分
で
意
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

＜

今
川
さ
ん＞

　

岸
本
さ
ん
に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
の
一
つ
に
市
民
の

方
な
ど
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
住
民
自
治

の
考
え
方
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
参
考
に
な
っ
た
視
点
が

あ
り
ま
し
た
か
。

＜

岸
本
さ
ん＞

　

提
言
の
中
で
欠
け
て
い
た
と
思
う
の
は
、

市
民
と
の
交
流
や
、
実
際
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う

視
点
で
す
。
そ
こ
は
、
す
ご
く
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
中

に
も
意
識
の
違
い
が
す
ご
く
あ
っ
た
の
で
、

市
民
の
意
識
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

＜

今
川
さ
ん＞

　

永
松
さ
ん
も
、
ほ
か
の
提
言
を
聞
き
、

勉
強
に
な
っ
た
視
点
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

＜

永
松
さ
ん＞

　

わ
た
し
た
ち
は
、
も
と
も
と
登
別
に
は

魅
力
が
あ
り
、
そ
れ
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
だ
け
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
考
え
た

の
で
、
皆
さ
ん
が
考
え
て
き
た
こ
と
と
大

き
く
違
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
良
い
悪

い
は
別
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
政
策
提
言
は

と
て
も
新
鮮
で
魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と
は
、
土
地
と
そ
の
中
に
溶
け

込
む
こ
と
で
す
。
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問い合わせ　企画グループ �○８５ １１２２
Ｅメール：kikaku@city.noboribetsu.hokkaido.jp

同志社大学政策学部教授
 今川　　晃さん

登別観光協会専務理事
奥村　　修さん

登別まちづくり促進期成会役員
 小笠原　春一さん

立教大学原田ゼミ（Ａ）代表
八重樫　温代さん

同志社大学ＡＮＤＡＳ（Ａ）代表
岸本　拓也さん

日本大学法学部外山ゼミ代表
永松　真由美さん

特
集　

登
別
ら
し
さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
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男女共同参画社会をめざして　　

����������
��������	�	

　

豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
が
多
様
な
生
き
方

を
認
め
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い

つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
や

市
民
団
体
の
活
動
、
制
度
改
正
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
、
共
に
責
任
を
担
う
社

会
で
す
。

　

平
成
８
年
に
策
定
し
た
登
別
市
総
合
計
画

で
『
女
性
も
と
も
に
参
画
す
る
地
域
社
会
づ

く
り
』
を
掲
げ
、
平
成
９
年
か
ら
市
民
の
参

画
を
得
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
や

計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
平

成　

年
９
月
に
『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基

14
本
計
画
（
の
ぼ
り
べ
つ
・
は
ぁ
も
に
ぃ
プ
ラ

ン　

）
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

21
こ
の
計
画
は
、

１
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

　

現
２
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

３
、
雇
用
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等

　

の
実
現

４
、
健
康
的
な
生
活
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
送

　

ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
４
つ
を
基
本
目
標
と
し
、
憲
法
に
う
た
わ

れ
て
い
る
『
個
人
の
尊
重
』
と
『
男
女
平

等
』
の
理
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
長
い

歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
社
会
的
、
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
差
）
に

と
ら
わ
れ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
自
ら
の
意
思
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
広
く
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
募
に
よ
る
５
人

と
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
者　

人
合
わ
せ
て

15

　

人
に
よ
る
『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会

20づ
く
り
推
進
会
議
』
を
設
置
し
、
年
度
ご
と

に
実
施
計
画
の
進
行
管
理
や
意
見
を
述
べ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
同
推
進
会
議
で
は
、
そ

の
ほ
か
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
啓
発
の

た
め
、
講
演
会
の
主
催
や
登
別
市
男
女
共
同

参
画
情
報
誌
『
ア
ン
ダ
ン
テ
』
の
企
画
・
編

集
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

▲男女共同参画社会づくり推進会議

～性別や年齢の違いを超えて、男女が平等に、そして自分らしく生きていくために～
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講演のご案内

君と僕　互いの力　生かし合う　共同参画パートナー
（男女共同参画社会づくり一行最優秀賞）

　　H１９年度
　　男女共同参画出前セミナー

　『あたりまえ』の変遷、
　　そして『優しさ』の行方
　－子育て・介護・地域活動－

　男女平等を土台に、心を合わせ、力を合わせ、助け合って男
女が共同で社会づくりを推進する男女共同参画社会の実現に向
けて、『男らしさ、女らしさ』といった固定的な意識にとらわ
れず、男女が自分らしく生き生きと生きることについて考える
ことを目的に講演会を開催します。

▼日時　１１月１８日（日）　１３：３０～１５：３０

▼場所　市民会館２階中ホール

▼講演者　 入  江  明  美 さん（札幌大谷大学短期大学部准教授）
いり え あけ み

▼参加料　無料

▼申し込み　１１月１２日（月）までに電話で市民サービスグループ
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市民団体紹介
 

　平成１４年５月に設立された同会の主な活動は、
『女性と学習・次世代育成情報誌』を教材にジェン
ダーの学習を月例で開催し、『ビデオフォーラム』
と『会誌発行』を継続して行っており、新たに『誰
でもわかるやさしい男女平等参画セミナー』を８月
から１２月までの５回に分けて開催中です。
少人数での語り合い
から理解や意識を共
に育てたいとの思い
で取り組んでいます。

▼問い合わせ　合田
　さん（�○８５ ５６７
　１）

　毎年、登別市と室蘭市と伊達市で行っている『三
市合同女性国内派遣研修』に登別市から参加した方
が、研修で学んだことを地域の活動に生かすため、
平成１７年４月に同
会を設立しました。
２カ月に１回の例
会や講演会の開催
などの活動を行っ
ています。

▼問い合わせ　安
　達さん（�○８５ ７
　８４５）

◆のぼりべつ男女平等参画懇話会 ◆三市合同女性国内派遣研修参加者
　の会『プラタナス』

◎改正のポイント
①性による差別禁止の範囲拡大（男性に対する差
　別も禁止、禁止される差別の追加・明確化、間
　接差別の禁止）
②妊娠や出産などを理由とする不利益取り扱いの
　禁止
③セクシュアルハラスメント防止措置の義務化
④企業名公表対象の拡大
⑤個別紛争解決援助対象の拡大
⑥ポジティブ・アクション（女性の能力発揮を進
　めるために企業が行う積極的な取り組み）の推進
⑦過料の創設など

　保護命令制度の拡充や市町村に対する基本計画策定の
努力義務などを定めた、配偶者暴力防止法の一部が改正
され、平成２０年１月１１日から施行されます。
○改正の主な内容
Ⅰ 保護命令制度の拡充
１．生命・身体に対する脅迫を受けた被害者も保護命令
　の申し立てができます
２．被害者に対する電話などが禁止されます
　①面会の要求
　②行動の監視に関する事項を告げること等
　③著しく粗野・乱暴な言動
　④無言電話、連続しての電話・ファクシミリ・電子メ
　　ール（緊急やむを得ない場合を除く）
　⑤夜間（午後１０時～午前６時）の電話・ファクシミリ
　　電子メール（緊急やむを得ない場合を除く）
　⑥汚物・動物の死体等の著しく不快または嫌悪の情を
　　催される物の送付等
　⑦名誉を害する事項を告げること等
　⑧性的羞恥心を害する事項を告げること等または性的
　　羞恥心を害する文書・図画の送付等
３．被害者の親族なども接近禁止命令の対象となります
Ⅱ 市町村基本計画の策定の努力義務
Ⅲ 配偶者暴力相談支援センターに関する改正
１．市町村による配偶者暴力相談支援センターの設置が
　努力義務となります
２．被害者の緊急時における安全の確保を配偶者暴力相
　談支援センターの業務として明記されました
Ⅳ 裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの保護命
　令発令の通知

　詳しくは、胆振支庁環境生活課（�○２４ ９５７２）または、
市役所市民サービスグループまで。
　内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト
（http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm）を開設
しています。

　配偶者からの暴力で悩んでいる方へ
　―配偶者暴力防止法の改正について―

　　男女雇用機会均等法が
　　　４月から改正されています

11月12日（月）～25日（日）は、 
『女性に対する暴力をなくす運動』の期間です
　配偶者などからの暴力、性犯罪、売買春・人身
取引、セクシュアルハラスメント（性的嫌がら
せ）、ストーカーなどの女性に対する行為は、女
性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同
参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課
題です。
　また、暴力などは、犯罪であり決して許されな
いものです。
　一人で悩まずに、まず相談しましょう！

▲女性に対する暴力根絶の
　ためのシンボルマーク

▲配偶者などからの暴力に対する相談
　リーフレット ・

問い合わせ

市民サービスグループ
�○８５ １８５５
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　10月２日�、『平成19年度登別市大雨災害実働訓練』
（登別市防災会議主催）が行われ、防災関係機関や町内
会、自主防災組織ら29機関約400人が参加しました。
　この訓練は、防災関係機関と地域住民が一体となり、
災害発生時に市民の生命･財産を守るため、適切で迅速
な行動を身に付けるとともに、防災意識の高揚を図るこ
とを目的に行われました。

～生涯学習フェスティバル～�������	
�
　10月13日�、市民会館で『生涯学習フェスティバ
ル』（市主催）が開かれ、約550人の市民が参加しま
した。
　この催しは、市内の生涯学習団体やボランティアグ
ループなどが集い、日ごろの活動の紹介や成果を発表
するもので、２年ごとに行われています。
　ステージでは、太鼓やよさこいソーラン、郷土芸能
『熊舞』、フラダンス、ハーモニカの演奏が披露され、
盛大な拍手が送られていました。
　このほか、学び体験コーナーでは、魚拓や陶芸、竹
とんぼ作り、織り染めなどが行われ、参加者は学ぶ楽
しさを体験していました。

　９月20日�と10月３日�の２日間、市民会館で『モー
トンさんのデンマーク料理教室』（登別デンマーク協会
主催）が開かれ、約40人が参加しました。
　この教室は、同協会が毎年受け入れているデンマーク
研修生と市民との交流を目的に行っているものです。
　研修生のモートン・エルベックさん（20歳、ファボー
・ミッドフュン市在住）は９月９日�に来登。料理教室
では、デンマーク風ミートボールなどを作り、楽しく交
流しました。
　モートンさんは、この教室のほか、小・中学校などを
訪問し、デンマークの体操や文化を紹介したほか、書道
や茶道などの日本の文化を学び、10月６日�に帰国の途
につきました。

～モートンさんのデンマーク料理教室～�������	
��
�

　今年の訓練は、大雨により来馬川が氾濫した場合を想定。
これまで行っていた総合防災訓練をより実践的に行おうと、
防災マップを活用し、避難場所や避難経路を検証しました。
　訓練では、中央町２・３丁目と新川町２丁目町内会の参加
者を市職員が避難場所まで誘導したほか、防災関係機関によ
る土のう積みの水防訓練や交通規制訓練、放置車両排除訓練、
テレビ電話による情報伝達訓練、炊き出し訓練などを行いま
した。
　最後は、参加者が市民会館に集まり、陸上自衛隊幌別駐屯
地の隊員や日本赤十字社の奉仕団による炊き出しの豚汁とお
にぎりを試食しながら、訓練の反省をしていました。

▲避難誘導訓練

▲閉会式
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～平成19年度登別市大雨災害実働訓練～
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～市民スポーツ・健康フェスティバル～

　９月21日�、北海道社会貢献賞（地域活動推進功労
者）を受賞した登別市民憲章推進協議会の代表が市役所
を訪れ、市長に受賞を報告しました。
　同協議会は、市民憲章の啓発と、より豊かな郷土作り
を目指すことを目的として、昭和46年に設立されました。
　その活動の中でも『花いっぱい運動』では、町内会な
どを対象とした花苗無料配布（平成15年から中止）、Ｊ
Ｒ幌別駅西口前と若草中央公園（平成19年から開始）の
花壇づくり、希望する町内会や市内小・中学校を対象と
した花壇コンクールの実施（市内小・中学校は平成15年
から中止）、緑の募金活動に取り組み、その明るく豊か
な活力ある地域社会づくりが認められ、昨年の『住民運
動実践功労者支庁長表彰』の受賞に続き、このたびの受
賞となりました。
　受賞の報告を受けた上野市長は、長年の功績をたたえ、
お祝いの言葉を掛けていました。

～リサイクルまつり’ 07イン登別・白老～

　９月30日�、岡志別の森運動公園と市民プールで『市民
スポーツ・健康フェスティバル』（市、文化･スポーツ振
興財団、北海道曹達㈱幌別工場主催）が開かれました。
　この催しは、スポーツなどを通して市民の健康増進を図
ることを目的に、毎年開催されているもので、今年は市民
約1,400人が参加しました。
　この日は、快晴に恵まれ、岡志別の森運動公園では、
『市民パークゴルフ大会』『市民ソフトボール大会』『駅
伝競走大会』『キンボール大会』が行われ、熱戦が繰り広
げられたほか、市民プールでは、施設が無料開放され、
『水中フラッグ競争』などの催し物や、保健師による健康
チェック、日本工学院北海道専門学校の学生によるボラン
ティアマッサージ体験が行われ、参加者は日ごろの疲れを
癒していました。

　９月30日�、クリンクルセンターで『リサイクルまつ
り’07イン登別・白老』（市、白老町共催）が、多くの団
体の協力を得て開催されました。
　この催しは、平成12年のクリンクルセンターのオープン
を契機にはじまり、今回で８回目の開催。クリンクルスタ
ンプラリーに多くの方が参加して、景品の堆肥をもらって
いたほか、ダンボールコンポスト作り講習会や環境クイズ
などでごみに関する知識を身に付けていました。
　このほか、イベントにはフリーマーケットも行われてお
り、来場者は気に入ったものを購入していました。
　子どもたちは、昔のあそび体験コーナーで竹とんぼやた
こを作り、大空に向かって高く飛ばしたり、揚げたりして
歓声を上げていました。

�������	
��

�������	


���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					




















���������������������																					���������������������




















����������������������������	
�	�
�
～登別市民憲章推進協議会受賞報告～

▲クリンクルスタンプラリー

▲JR幌別駅西口前の花壇づくり



��

人が輝き　まちがときめく

　

駅
前
を
歩
い
て
い
る
と
「
今
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
く
と
お
試
し

エ
ス
テ
を
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
興
味
も
あ
っ
た
の
で

応
じ
る
こ
と
に
し
た
。

　

店
舗
に
案
内
さ
れ
エ
ス
テ
を
受
け
た

後
、
店
員
か
ら
「
と
て
も
不
健
康
で
す
。

こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
、
お
金
を
か
け
て
で

も
身
体
を
治
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
。

　

万
円
の
コ
ー
ス
が
、
今
は
特
別
キ
ャ

150ン
ペ
ー
ン
で　

万
円
に
な
り
ま
す
」
と

100

契
約
を
勧
め
ら
れ
た
。
身
体
の
こ
と
が

心
配
だ
が
、
高
額
な
契
約
に
戸
惑
っ
て

い
る
と
、
「
学
生
で
も
契
約
し
て
い
る

人
が
い
ま
す
」
と
説
得
さ
れ
契
約
し
た
。

そ
の
２
カ
月
後
、
店
員
か
ら
「
今
中
断

す
る
と
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
無
駄
に
な

り
ま
す
」
な
ど
と
コ
ー
ス
の
追
加
を
勧

め
ら
れ
契
約
し
た
。
総
額
が　

万
円
に

200

な
り
、
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
て
、
消

費
者
金
融
に
も
借
金
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
、
こ
ん
な
手

口
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
」
「
モ

デ
ル
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
の
誘
い

文
句
で
声
を
掛
け
、
店
舗
や
喫
茶
店
な

�
�
�
�
�
�
�
	

Group

感
じ
て
い
る
方
が
リ
フ
ォ
ー
ム
で
助
か

れ
ば
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
仲
間

と
は
い
つ
も
楽
し
く
、
和
や
か
に
活
動

し
て
い
る
の
で
、
活
動
日
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。
利
用
者
の
中
に
は
、
活
動
日

に
車
い
す
で
訪
れ
お
礼
を
言
っ
て
い
く

方
も
い
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
３

代
目
の
会
長
を
務
め
る 
田  
中  
絹  
枝 
さ
ん
。

た 

な
か 
き
ぬ 

え

　

サ
ー
ク
ル
の
結
成
時
か
ら
入
会
し
て

い
る 
星 
と
し
子
さ
ん
は
、
「
洋
裁
が
好

ほ
し

き
で
入
会
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
リ
フ

ォ
ー
ム
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
利
用
し
て
く
だ
さ
る
方
に
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ

れ
を
励
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
皆
さ
ん
の
手
助
け
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
別
市

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
�
○８８
 

２
０
８
０
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

ハ
ン
ズ
・
メ
イ
ト
は
、
体
の
不
自
由

な
方
の
衣
類
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
９
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
会
員
は　

人
で
、
毎
月
第
２
・

10

４
月
曜
日
の　

時
か
ら　

時
ま
で
、
し

10

15

ん
た　

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

21

　

在
宅
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護

を
受
け
て
い
る
方
や
補
装
具
を
付
け
て

い
る
方
、
衣
類
の
着
脱
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
方
々
か
ら
の
要
望
で
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
い
ま
す
。
か
ぶ
る
シ
ャ
ツ
の
前

開
き
や
足
に
舗
装
具
を
付
け
て
い
る
方

の
ジ
ャ
ー
ジ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
取
り
替

え
、
ウ
エ
ス
ト
の
ゴ
ム
の
取
り
替
え
、

ジ
ャ
ー
ジ
の
ズ
ボ
ン
の
前
開
き
な
ど
、

利
用
者
の
要
望
を
聞
い
て
着
脱
し
や
す

い
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
ま
す
。

　

「
健
常
者
に
は
な
ん
で
も
な
い
こ
と

が
、
体
の
不
自
由
な
方
に
は
大
き
な
支

障
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
不
便
を

利用者への優しさと思い
やりの心で縫う衣類のリ
フォーム

衣類のリフォームサークル『ハンズ・メイト』

ど
に
連
れ
て
行
き
、
言
葉
巧
み
に
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
ま
す
。
特
に

　

〜　

代
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

10

20

○
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　

路
上
で
商
品
の
勧
誘
を
行
っ
て
い

　

る
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
も
、
返

　

事
を
し
な
い
で
通
り
過
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　

万
が
一
、
話
を
聞
い
て
も
絶
対
、

　

一
緒
に
店
舗
な
ど
に
は
同
行
し
な
い

　

で
、
不
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ

　

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
契
約
の
解
除

　
　

契
約
し
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
間

　

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
約

　

で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
帰
り
た
い
と
言
っ
て
も
帰

　

し
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
う
そ
の
説

　

明
を
受
け
た
場
合
な
ど
に
は
、
法
律

　

違
反
で
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

　

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方
が
分

　

か
ら
な
い
、
業
者
と
の
話
し
合
い
が

　

こ
じ
れ
た
、
解
約
が
難
し
い
と
き
は
、

　

で
き
る
だ
け
早
く
市
の
消
費
生
活
相

　

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

　

ー
プ
（
�
○85
 

３
４
９
１
）



『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

西
胆
振
圏
の
新
た
な
地
域
連
携
や
将
来

の
広
域
合
併
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
『
第

２
回
西
胆
振
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

登
別
市
、
室
蘭
市
、
伊
達
市
、
洞
爺
湖

町
、
壮
瞥
町
、
豊
浦
町
の
市
長
・
町
長
や

住
民
が
考
え
る
西
胆
振
圏
の
将
来
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時

11

12

16

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容　

第
１
部
… 
小  
磯  
修
二 
さ
ん
（
釧

こ 

い
そ 
し
ゅ
う
じ

　

路
公
立
大
学
教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演
、

　

第
２
部
…
西
胆
振
の
３
市
３
町
の
市
長

　

町
長
と
住
民
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
入
場
料　

無

　

料
（
申
し
込

　

み
不
要
）

▼
定
員　
　

人
700

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
Ｇ
（
�

　

○85
 

１
１
２
２
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

15

10

16

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
内
容　

『
中
期
財
政
見
通
し
』
を
踏
ま

　

え
今
後
の
登
別
市
の
行
財
政
の
あ
り
方

　

に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
・
行

�������

●１７ 　後期高齢者医療制度の

　　説明会を開催します

●２０ 　つけものフェスティバル

　　実行委員を募集します

●２１ 　ナースセンターに登録しませんか  

●２３ 　年末調整説明会

●２６ 　休館します

　　市民プール『らくあ』

●２８ 　登別温泉へ泊まりに行こう！

　　登別市民宿泊特別ご優待券の配布

●３６ 　『広報のぼりべつ』で来年の

　　自分に語りかけてみませんか

�������

●１８ 　１２月の集団予防接種 

●１９ 　健康相談・診査

●２４ 　１２月の粗大ごみ収集

●２４ 　１１月の市立図書館行事

●２５ 　１１月の歯科救急医療

●２７ 　無料法律相談・くらしの無料相談

●３１ 　今月の新着図書

●３１ 　不用品ダイヤル市

　

政
・
議
会
を
対
象
と
し
た
研
修
会

▼
演
題　

財
政 
破  
綻 
の
予
防
策
〜
計
画
行

は 

た
ん

　

政
と
財
政
見
通
し
〜

▼
講
師　
 
澤  
井  
勝 
さ
ん
（
奈
良
女
子
大
学

さ
わ 

い 
ま
さ
る

　

名
誉
教
授
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

９
２
２
０
）

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�
・　

日

11

23

24

25

　

�　

９
時
〜　

時
17

▼
場
所　

①
市
税
・
給
食
費
・
公
営
住
宅

　

料
・
保
育
料
な
ど
…
税
務
グ
ル
ー
プ
、

　

②
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
…
水
道

　

グ
ル
ー
プ
（
第
２
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ　

①
税
務
Ｇ
（
�
○85
 

１
１

　市・道民税（第３期）と国民健康保険税
（第６期）、介護保険料（普通徴収第５
期）の納期限は11月30日�です。忘れずに
納めましょう。 
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すのでご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）、
　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７１）、 高齢
　介護Ｇ（�○８５ ５７２０）

忘れずに納めましょう
～納期限は１１月３０日（金）です～

�������

１２月
土金木水火月日
1
8765432
１５１４１３１２１１１０9
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５

第
２
回
西
胆
振
地
域
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

　

５
５
）
、
②
水
道
Ｇ
（
�
○85
 

５
５
０
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▼
訪
問
期
間　
　

月
〜
平
成　

年
２
月
末

11

20

▼
内
容　

ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電

　

気
な
ど
の
使
用
状
況
を
確
認
し
、
火
災

　

予
防
を
啓
発
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
（
�
○85
 

２
５
５

　

１
）
ま
た
は
消
防
支
署

　

同
じ
家
電
製
品
の
長
期
利
用
に
よ
る
火

災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
前

に
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

１
８
５
５
）

・

��

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

１１月
土金木水火月日
321
１０987654
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

議
員
研
修
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

祝
日
、
土
・
日
曜
日
に

納
税
・
納
入
窓
口
を
開
設
し
ま
す

２３　
　３０

２４　
　３１

▲第１回西胆振地域連携フォーラム

）

家
電
製
品
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

・
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

クリンクルより
申し込み・問い合わせ

環境対策グループ
（�○８５ ２９５８）

 

　『登別市環境保全市民会
議』は、市内の自然環境に
関心を持っていただくため、
『環境カレンダー作製実行
委員会』を立ち上げ、市民
から写真を募集し、『環境
カレンダー』を作製するこ
とにしました。

▼写真要件　市内の自然風景の写真（Ｌ版、光沢）

▼対象　市内に居住する方

▼募集期限　11月15日�（必着）

▼ 提出方法　郵送（〒059－0013　幌別町６丁目20
　－３　環境カレンダー作製実行委員会総務担当宛
　（デザインワークエーヂ内�○88 １８９０））
※写真の裏面に『撮影年月日、撮影場所、撮影者』
　を記入してください（記入漏れの場合は不採用と
　します）。
※応募された写真の著作権は、『環境カレンダー作
　製実行委員会』に帰属し、応募された写真は返還
　しません。
※応募された写真は、環境カレンダー以外の環境保
　全活動にも使用します。

▼その他　環境カレンダーは、Ｂ４版の16㌻ でカラ
　ー印刷により作製します。写真が環境カレンダー
　に採用された方には環境カレンダーをプレゼント
　します。

▼日時　11月８日�　18時～19時30分

▼場所　市民会館中ホール

▼内容　極圏のオーロラの下、恐竜たちが厳しい環
　境を生き抜き、そして絶滅。恐竜たちが残したわ
　たしたちへのメッセージとは何か

▼講師　  小  林  快  次 さん （北海道大学総合博物館助教
こ ばやし よし つぐ

▼定員　200人
※入場には、11月１日�からクリンクルセンターや
　市役所１階総合案内、市民会館１階受付、各支所
　で配布する入場整理券が必要です。

 

▼日時　12月６日�　18時開場　18時30分開演

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼内容　映画音楽、クラシック音楽など

▼奏者　 坂  田  護 さん（札幌市在住）
さか た まもる

▼定員　200人
※入場には、11月27日�から12月３日�（土・日曜
　日を除く）まで、クリンクルセンターで配布する
　入場整理券が必要です。

　市は、次の世帯に指定ごみ袋（燃やせるごみ30㍑
用を20枚）とし尿処理無料券（くみ取り世帯が対象、
１枚）を交付します。

▼対象
①重度心身障害者在宅世帯（身体障害者手帳１・２
　級、療育手帳Ａ判定）
②知的障害者（ＩＱ50以下）在宅世帯
③65歳以上の寝たきり老人在宅世帯（常時寝たきり
　の状態が６カ月以上）

▼申請方法　身体障害者手帳、精神障害者保健福祉
　手帳、療育手帳のいずれかと印鑑（朱肉を使うも
　の）を持参し、市民サービスグループ（市役所１
　階）、各支所、クリンクルセンターで申請してく
　ださい
※昨年度までに申請された方は、申請の必要はあり
　ません。

▼申請期限　平成20年３月31日�

▼対象　市内または白老町に居住する20歳以上で、
　抽選日から１週間以内に自己搬出ができ（１週間
　以内に搬出されない場合は無効となります）、抽
　選日当日、会場に来ることができる方。
※リサイクル業を営んでいる方は、申し込みできま
　せん。

▼抽選日　12月９日�　10時～

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー　

▼販売価格　500円～

▼展示品　タンス、食器棚、ソファー、自転車など
※自転車は無料です。

▼申込期間　11月26日�～12月７日�（９時～17時

▼申し込み　クリンクルセンターに備え付けの申込
　用紙により申し込み（１人１点）
※希望者が複数の場合は抽選とします。

　国は、来年７月７日から開催される『北海道洞爺
湖サミット』までの期間を、『サミットイヤー』と
位置付け、京都議定書で約束した温室効果ガス６％
削減の目標を達成するため、『めざせ！１人、１日、
１㎏　CO２削減』の国民運動を行っています。
　この運動を具体的に進めるため、インターネット
により『私のチャレンジ宣言』に登録していただき、
毎日の生活の中で二酸化炭素を減らす取り組みを行
っています。ぜひ、この機会に登録をお願いします。
ホームページ　http://www.team-6.jp
携帯電話　http://www.team-6.jp/mobile/

環境講演会『恐竜研究の最前線～恐竜の
　　絶滅がもつ私たちへのメッセージ～』

“バイオリン”耳もとコンサート
　～登別環づくり市民委員会主催～

市内の自然風景の写真を募集します 指定ごみ袋とし尿処理
無料券を交付します

）

再生展示品の販売

地球温暖化防止にご協力を！

）
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情報あらかると

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

21

10

12

▼
場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
で
、

65

　

軽
い
運
動
の
で
き
る
方

▼
内
容　

体
力
測
定
と
簡
単
な
体
操

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
水

　

分
補
給
の
飲
み
物

▼
申
し
込
み　
　

月
５
日
�
か
ら　

日
�

11

16

　

ま
で
に
電
話
で
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
�
○８５
 

　

５
７
２
０
）

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営
む

方
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
納
税
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○24
 

９
５
８
４
）

簡
単
！
楽
し
い
！

体
操
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

月　

日
は
個
人
事
業
税 

１１

３０

（
第
２
期
分
）
の
納
期
限
で
す ▲体操教室

平成２０年４月から始まる
後期高齢者医療制度の説明会を開催します

問い合わせ　
国保・年金グループ
（�○８５ １７７１）

　老人保健制度が『後期高齢者医療制度』に変わります。
　この制度のしくみや関連する国民健康保険などの医療
制度について、説明会を開催します。

　これまで国民健康保険や健康保険組合などの医療保険
に加入しながら『老人保健制度』で医療を受けていた７５
歳（一定の障がいのある６５歳）以上の方は、平成２０年４
月からは新たにできた『後期高齢者医療制度』で医療を
受けることになります。これまで健康保険組合などの被
扶養者だった方も被保険者となります。
　この制度の運営は、道内のすべての市町村が加入する
北海道後期高齢者医療広域連合（ホームページhttp://i
ryokouiki-hokkaido.jp/）が行います。

�７５歳以上の方
�６５歳以上で一定の障がいのある方（現在、老人保健法医療受給者証の交付を受けている方）

 対象者には、平成２０年３月中に後期高齢者医療制度の新しい保険証を郵送します。

�個人の所得により算定された保険料を被保険者全員が支払うことになります。保険料は介護保険料と同じよ
　うに年金から天引きとなります。
　なお、年間の年金額が１８万円未満の場合、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超えるときは、納付
　書または口座振替により納めていただきます。
�保険料は道内のどの市町村でも同じになります。決まり次第お知らせします。

　病院などに支払う自己負担額は、現在の老人保健制度と同じ１割（現役並み所得者は３割）負担になります。

制度の概要

被保険者となる方

新しい保険証

保険料は全員が納めます

病院などの窓口では

場　　　　　所時間月　日

登 別 温 泉 公 民 館１０時
１１月１５日(木）

婦 人 セ ン タ ー１４時

鷲 別 公 民 館１０時
１１月１６日(金）

若草つどいセンター１４時

労 働 福 祉 セ ン タ ー１０時
１１月１９日(月）

市 民 会 館１４時

老人憩の家『緑寿の家』１０時
１１月２１日(水）

老人憩の家『若汐の家』１４時

※説明会は１時間程度を予定しています。
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　『マタニティマーク』
とは、妊婦が身に付ける
マークです。
　このマークを見掛けた
ときは、『席を譲る』
『近くでの喫煙を控える』
などやさしい心遣いをお
願いします。
※マタニティマークは、母子健康手帳の交付時に一
　緒にお渡しします。
※母子健康手帳の交付をすでに受けて、マタニティ
　マークを希望される方は、健康推進グループ、ま
　たは市民サービスグループ、各支所にお申し出く
　ださい。

▼日時　１１月１３日（火）　１０時～１２時

▼場所　しんた２１

▼対象　１歳～１歳６カ月児のお子さんとその保護
　者

▼内容　むし歯予防のお話、歯科検診、ブラッシン
　グ指導▲

担当歯科医　 仲  川  弘  誓 さん（なかがわ歯科医院）
なか がわ ひろ ちか

▼定員　２０人（申込順）

▼持ち物　お子さんの歯ブラシ、母子健康手帳

▼申込期間　１１月１日（木）～１２日（月）（電話受け付け）

　インフルエンザによる肺炎などの合併症にかかり
やすい高齢者の予防接種費用の一部を助成します。

▼対象　６５歳以上の方、または６０歳以上６５歳未満で
　心臓・じん臓・呼吸器の機能障害またはヒト免疫
　不全ウイルスによる免疫機能障害で身体障害者手
　帳１級の方

▼実施期間　１１月１日（木）～１２月３１日（月）
▼実施場所　登別・室蘭市内でインフルエンザ予防

　接種を実施している医療機関

▼ 料金（自己負担額）　１,０５０円（接種料金４,０７４円
　のうち３,０２４円は市が負担）
※次の方は無料になります。
�市民税が非課税の方と生活保護を受給の方（接種
　時に介護保険料納入通知書、または介護保険料額
　決定通知書、課税所得証明書（有料）、生活保護
　受給証明書のいずれかを持参してください）。
�市の国民健康保険に加入の方（接種時に保険証を
　持参してください）。
※建設国保や接種時に上記証明がない場合は料金
　（１，０５０円）がかかります。

【接種上の注意】
・通院中の方は接種してよいか主治医と相談してく
　ださい
・必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布してい
　ます。

しんた21より
申し込み・問い合わせ

健康推進グループ
（しんた２１内�○８５ ０１００）

マタニティマークを見かけたら

むし歯予防教室を開催します

インフルエンザ予防接種費用の
一部を助成します

12月の集団予防接種

接種回数対　象場　所日　時種　類

１回
市内に住民
票のある６
カ月未満児

しんた２１１２月７日（金） 
１２：４５～１３：１５

ＢＣＧ

鷲別公民館１２月２６日（水） 
１２：４５～１３：１５

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

11

17

13

16

30

　

分
▼
場
所　

し
ん
た　
21

▼
対
象　

地
域
の
福
祉
活
動
に
興
味
関
心

　

の
あ
る
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

120

▼
参
加
料　

無
料

▼
テ
ー
マ　

『
地
域
を
知
っ
て
、
地
域
の

　

力
を
高
め
よ
う
�
』
〜
登
別
で
自
分
ら

　

し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
〜

▼
内
容　

①
基
調
講
演
『
ご
近
所
パ
ワ
ー

　

で
助
け
合
い
起
こ
し
』
、
②
シ
ン
ポ
ジ

　

ウ
ム
『
地
域
の
力
を
高
め
よ
う
�
〜
明

　

日
か
ら
で
き
る
地
域
の
連
携
〜
』

▼
講
師　
 
木  
原  
孝  
久 
さ
ん
（
住
民
流
福
祉

き 

は
ら 
た
か 
ひ
さ

　

総
合
研
究
所
代
表
）

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

11

16

　

で
地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
登

　

別
実
行
委
員
会

　

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

い
ぶ
り
た
す
け

　

愛
内
�
○88
 

２
６

　

２
６
）

地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
ｉ  
ｎ 
登
別
を
開
催
し
ま
す

イ 

ン
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情報あらかると

　

こ
の
調
査
は
、
商
品
の
販
売
価
格
や
サ

ー
ビ
ス
料
金
な
ど
を
調
べ
、
物
価
対
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。
全
国
で
約　

万
件
の
小
売
店
舗

13

と
約
４
万
件
の
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

▼
調
査
月　
　

月
11

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

１
１
３
０
）

▼
日
時　
　

月
６
日
�　
　

時

11

18

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
演
題　

織
田
信
長
の
合
戦

▼
講
師　
 
谷  
口  
克  
広 
さ
ん
（
戦
国
史
研
究

た
に 
ぐ
ち 
か
つ 
ひ
ろ

　

家
・
美
園
町
）

▼
内
容　

織
田
信
長
の
合
戦
の
中
で
も
有

　

名
な
『
桶
狭
間
の
戦
い
』
や
『
長
篠
の

　

戦
い
』
の
真
相
を
分
か
り
や
す
く
解
説

　

し
ま
す

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

４
３
２
４
）

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
障
が
い
者
な

ど
の
車
い
す
用
リ
フ
ト
付
車
両
の
購
入
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
、

社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

12

31

▼ 
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
共
同
募
金
会

　

（
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
�
○８８
 

０

　

８
６
０
）

▼
回
数
・
日
時
・
場
所
・
テ
ー
マ

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

11

15

　

で
室
蘭
地
方
精
神
保
健
協
会
（
�
○24
 

９

　

８
４
７
）

『
全
国
物
価
統
計
調
査
』
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

▼
月
日　
　

月　

日
�

１２

１９

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

　

ま
す
。

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
４
月
生
ま
れ
の
お
子

１９

　

さ
ん

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育
児

　

相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

▼
月
日　
　

月　

日
�

１２

１９

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１５

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の
相

　

談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月　

日
�

１２

２０

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

　

ま
す
。

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
７
月　

日
〜
平
成　

１９

１６

１９

　

年
８
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

１５

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月　

日
�

１２

１２

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

　

ま
す
。

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
５
月
生
ま
れ
の
お
子

１８

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計
測
、

　

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
相
談
、

　

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者　

円
）

８００

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ

◎
３
歳
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月
６
日
�

１２

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

　

ま
す
。

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

１６

１１

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ
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�
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講
演
会
『
郷
土
史
の
夕
べ
』

　

〜
市
立
図
書
館
・

　
　

登
別
郷
土
文
化
研
究
会
共
催
〜

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

や
さ
し
い
精
神
保
健
講
座
を

開
催
し
ま
す

テーマ場所回数・日時

こころの病気につ
いて　　　　　　

室　蘭　市 
市民会館

１回目
１１月２２日（木） 
１３：３０～１５：３０

精神障害者をとり
まく法律と活用で
きる資源について

２回目
１１月２９日（木） 
１３：３０～１５：３０

施設見学　　　未定３回目
未定

当事者・家族から
の体験発表　　　

室　蘭　市 
市民会館

４回目
１２月１３日（木） 
１３：３０～１５：３０
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情報あらかると

社会教育グループより  申し込み・問い合わせ　�○８８ １１２９

　第31回つけものフェスティバルを平成20年１月10
日�に開催します。
　フェスティバルは毎年多くの方の協力を得て開催
しています。あなたも参加しませんか。

▼対象　市内に居住している方

▼内容　フェスティバルの企画と運営

▼申込期限　11月８日�
※実行委員会は11月９日�に開催する予定です。

　登別市青少年問題協議会は、平成19年度登別市青
少年表彰を行います。登別市を築く担い手として、
豊かな心と実践力を持つ青少年を推薦してください。

▼表彰の種類・対象
�青少年善行表彰　市内に居住する28歳未満で、そ
　の活動が模範となる方
�青少年団体活動者表彰
①個人…市内に居住する28歳未満で、市内に組織さ
　れた活発な活動を続ける青少年団体に３年以上所
　属し、その活動が模範となる方
②団体…市内に組織された青少年団体で、５年以上
　の活動を続け、その目的が健全で文化・教養・体
　育・奉仕活動で、その活動が模範となる団体
�優良勤労青少年表彰　市内に居住する28歳未満で、
　勤労年数が３年以上あり、日常生活に誠実・精励
　で、職務技能の向上・研さんに努めるなど、その

　活動が模範となる方

▼推薦者　市内に居住する方、職場の長、団体の代
　表者など

▼推薦・選考方法　社会教育グループに備え付けの
　推薦書により、11月30日�までに提出してくださ
　い。後日、登別市青少年問題協議会が表彰者を選
　考し決定します

◎市民会館サークル展

▼日時　11月12日�13時～15日�13時

▼場所　市民会館１階

▼内容　日ごろ市民会館で活動しているサークルの
　作品展示会
◎家庭教育学級作品展

▼日時　11月19日�13時～22日�12時
▼場所　市民会館１階

▼内容　市内の幼稚園や小学校を会場に活動してい
　る家庭教育学級の作品展示会

　登別市成人祭は、毎年実行委員会を組織して、成
人になられた方のお祝いをしています。
　平成20年の成人祭は、１月13日�に行います。
　協力してくださる方を募集します。

▼募集期限　11月９日�

つけものフェスティバル
実行委員を募集します

模範となる青少年をご推薦ください

市民会館サークル展・家庭教育学級
作品展にお越しください

平成２０年登別市成人祭の
実行委員を募集します



��

情報あらかると

北海道ナースセンターより 中央子育て支援センターより
問い合わせ　�○８１ ３７１５

 

▼月日・時間・場所

※直接会場にお越しください。
※駐車場があります。

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　その保護者

▼内容　絵本と遊具を使った自由遊びなど
▼持ち物　上靴（子ども・保護者とも）

▼日時　１１月１７日（土）　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　そのお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。
※駐車場があります。

▼月日・場所
�１２月５日（水）…鷲別保育所
�１２月６日（木）…富士・栄町・登別保育所
�１２月１３日（木）…幌別東保育所

▼時間　９時３０分～１１時

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　その保護者

▼内容　遊びを通した保育所児童との交流

▼持ち物　上靴（子ども・保護者とも）、着替え
　（外で遊ぶことがあります）
※直接会場にお越しください。

　北海道ナースセンターとは、北海道から委託され
た看護職員無料紹介所です。看護師の登録をしてい
ただき職業紹介を行っています。

▼登録方法　①来所による登録、②電話、郵送での
　登録、③インターネットによる登録のいずれか

▼問い合わせ　北海道ナースセンター
　　　　　　　　　　　（�011－863－6794）

▼対象　ナースバンク登録者で１年以内に再就職の
　希望のある方

▼場所　希望する施設

▼内容　看護技術の見学・実習（１～５日程度）

▼申し込み　随時受け付け

▼参加料　無料

▼対象　再就業を希望している看護師

▼期間　平成２０年１～３月（予定）のうちの４０日

▼場所　居住地域に近い病院

▼内容　最近の医療看護の動向、個人情報保護、看
　護計画など受講生に合わせて個別対応

▼参加料　無料

北海道ナースセンター
（〒００３－００２７　札幌市
白石区本通１６丁目北６
－１　�０１１－８６３－６７３１
ホームページhttp://
www.nurse-center.net/）

移動子育て支援センターを開設します

お父さんと遊ぼうを開催します

保育所に遊びに来ませんか

場　　　所時　間月　日

鷲　　別　　公　　民　　館

１０時～１２時

１１月１４日（水）

若草放課後児童クラブ１１月２１日（水）

ナースセンターに登録しませんか

看護師に再就職のための体験研修

未就業看護師の臨床実務研修

申し込み・問い合わせ



��

情報あらかると

ふぉれすと鉱山より
問い合わせ　�○８５ ２５６９

郷土資料館より
申し込み・問い合わせ　�○８８ １３３９（１０時～１６時）

▼日時　１１月２５日（日）　１０時～１２時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼対象　小学５年生以上の方

▼定員　３０人（申込順）

▼参加料　無料
※別途入館料（小学生６０円、高校生以上１９０円）が
　かかります。

▼持ち物　自宅で使用している包丁２丁程度
※包丁はケースに入れるか、布に包むなどしてくだ
　さい。

▼申込開始　１１月１日（木）（電話受け付け）

▼日時　１２月１日（土）・２日（日）　９時３０分～１３時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼対象　１８歳以上の方

▼定員　各日２０人（申込順）
▼参加料　８５０円（材料費）
※別途入館料（１９０円）がかかります。

▼持ち物　胸から掛けるエプロン、髪を覆うもの、
　手ふき２枚、上履き、そば持ち帰り用の容器

▼申込開始　１１月１３日（火）（電話受け付け）

▼日時　１２月８日（土）　１０時～１２時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横）

▼内容　スゲを使ったしめ飾り作り

▼対象　小学生以上の方（小学４年生以下は保護者
　同伴） 

▼定員　３０人（申込順）

▼材料費　１セット１００円（１家族２セットまで）
※高校生以上の方は別途入館料（１９０円）がかかり
　ます。

▼申込開始　１１月１５日（木）（電話受け付け）

　木を題材にして、さまざまなスキル・アクティビ
ティを体系的に学べる環境教育プログラムです。
　講座終了後は、エデュケーター（一般指導者）と
しての資格が得られます。

▼日時　１１月４日（日）　　１０時～１７時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼講師　 能條 
のうじょう

 歩 さん（北海道教育大学岩見沢校准教
あゆむ

　授）

▼対象　市民

▼参加料　３,０００円（教材費を含む）

▼持ち物　野外活動ができる服装、雨具、帽子、昼
　食など

　自然の素材が 醸 し出すやさしい光を放つランプシ
かも

ェードを作りませんか。

▼日時　１１月１５日（木）　　９時３０分～１２時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　市民

▼参加料　１,５００円

　

　森と木と人の生活はつながっています。『木育』
という概念からさまざまなことを学び、間伐材から
木材を作り、何かを作ってみませんか。

▼日時　１１月１７日（土）・１８日（日）　１０時～１５時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　里山づくり、森づくりに興味のある方

▼内容　①木材の流通を学ぶ、②間伐体験・木材建
　築実習

▼参加料　各２００円

▼持ち物　野外で活動できる服装、昼食、長靴、飲
　み物、タオル、雨具など

指導者養成講座
木と学ぶ環境教育プログラム
プロジェクトワイルド（ラーニング・ツリー）

ランプシェードづくり

里山づくりボランティアリーダー
養成講座

包丁とぎ体験

年越しそば打ち体験

正月しめ飾りづくり体験
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情報あらかると

◇
税
に
関
す
る
作
品
展

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�　

９
時

11

12

16

　

〜　

時　

分

17

30

▼
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

▼
内
容　

小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す
る

　

標
語
』
な
ど

◇
年
末
調
整
説
明
会

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時

11

29

14

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
対
象　

給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業
所

▼
内
容　

今
年
度
の
改
正
点
、
年
末
調
整

　

の
仕
方
、
電
子
申
告
の
利
用
な
ど

◇
ｅ－

 
Ｔ  
ａ  
ｘ 
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

タ
ッ 

ク 

ス

　

シ
ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
国
税
の
申
告
や
納
税
、

申
請
・
届
け
出
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
か
ら
所
得

税
の
確
定
申
告
を
行
い
、
本
人
の
電
子
署

名
と
電
子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た
場

合
、
所
得
税
額
か
ら
５
千
円
（
そ
の
年
分

の
所
得
税
額
を
限
度
）
の
控
除
（
平
成　
19

年
分
か
平
成　

年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）

20

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
源
泉

徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
の
添
付

が
要
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

室
蘭
税
務
署
よ
り

（
問
い
合
わ
せ　

�
○22
 

４
１
５
１
）

室蘭工業大学の講座
� �

� �

 
▼日時　１２月９日（日）　①１０時～１２時、②１４時～１６時

▼場所　Ｙ２０３学生実験室

▼内容　電子制御式クリスマスツリーの作製

▼対象　小学５年生～中学生

▼定員　各２０人（定員を超えた場合は抽選）

▼参加料　無料

▼日時　１２月９日（日）　９時３０分～１３時

▼場所　Ｃ２１１講義室

▼内容　クリスマスカード作り

▼対象　小学４～６年生

▼定員　１５人（定員を超えた場合は抽選）

▼参加料　無料

　１１月２２日（木）までに地域連携推進課（�○４６ ５０２３）に
備え付けの申込書を持参してください（郵送可）

コンピュータ制御電子回路設計入門

パソコンを利用してものづくりをしよう

◎申し込み

自 衛 官 募 集 案 内

▼問い合わせや資料・志願票などの請求先
　〒０５０－００８３　室蘭市東町２丁目２１－１２　石井ビル
　１階　自衛隊札幌地方協力本部室蘭地域事務所
　（�○４４ ９５３３）
　〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１　市総務グループ
　（�○８５ １１３０）

採用時期試験日受付期間
資　　格

（採用時の年齢）
募集種目

平成２０年
３月下旬

１２月７（金）・
８日（土）　　

１２月上旬
まで　　

１８歳以上　　
２７歳未満の方

２等陸海
空士　　 
（男子）　

卒業後平成２０年
２月上旬

１２月上旬
～平成２０
年1月中
旬　　　

大学の理・工学部
の２年生～院生　 
（大学生は２６歳未
満、院生は２８歳未
満）　　　　　　

貸費学生

平成２０年
４月上旬

１次　　 
平成２０年
1月１２日（土） 

２次　　 
平成２０年
1月２５日（金） 
～２８日（月）　

平成２０年
1月８日
（火）まで　

中学校を卒業した
（見込みを含む）
１７歳未満の方　　

自　衛　隊
生　　徒
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情報あらかると

▼
訓
練
科
目
・
入
校
資
格
な
ど

▼
対
象　

登
別
職
業
訓
練
協
会
の
構
成
員

　

の
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
方

※
そ
の
ほ
か
の
方
で
も
入
校
で
き
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料
（
年
額
）　

１
万
円
〜
６
万
円

▼
申
し
込
み　

平
成　

年
３
月　

日
�
ま

20

19

　

で
に
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
�
○85
 

１
４

　

５
０
）

　

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
と
そ
の
事

業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
の
最
低
賃

金
が
、　

月　

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

10

19

▼
最
低
賃
金
額　

時
間
給　

円
654

※
特
定
の
産
業
に
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

　

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
労
働
局
賃
金
課

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

２
３
１
１
）

011

709

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
者
を
支
援
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
事
業
紹
介

�
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
し
付
け

　
　

自
動
車
事
故
に
よ
る
保
護
者
の
死
亡

　

や
重
度
の
障
が
い
者
に
な
っ
た
被
害
者

　

の
子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
ま
で
）
の
健

　

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
育
成
資
金
を

　

貸
し
付
け
し
ま
す
。

�
重
度
後
遺
障
害
者
に
介
護
料
の
支
給

　
　

脳
や 
脊  
髄 
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を

せ
き 
ず
い

　

受
け
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
介
護

　

料
を
支
給
し
ま
す
。

※
介
護
料
の
支
給
は
、
一
定
の
要
件
に
該

　

当
す
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
自
動
車

　

事
故
対
策
機
構
（
�　

－

　

－

２
１
４

011

551

　

５
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nasva.

go.jp/

）

平
成　

年
度
登
別
地
方
高
等
職
業

２０

訓
練
校
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ　

�������	���
申込期間収　集　日地　区　名

１１月１９日（月）　
～１１月３０日（金）

１２月３日（月）　
～１２月８日（土）新生町３・４丁目

１１月２６日（月）　
～１２月７日（金）

１２月１０日（月）　
～１２月１５日（土）鷲別町１～３丁目

１２月３日（月）　
～１２月１４日（金）

１２月１７日（月）　
～１２月２２日（土）新生町１・２丁目

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）を
　張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
　にも掲載しています。また、今後の『広報のぼりべ
　つ』でもお知らせします。

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜日、
祝日を除く）に電話で㈲登和清掃（�○８８ 0200）

定員訓練期間入校資格訓練科目

各１０人

２年（昼間）中学校卒業以上の
学力のある方　　

木 造 建 築 科

建 築 板 金 科

建 築 塗 装 科

２年（夜間）

高校卒業以上の学
力のある方　　　

建 築 設 計 科

１年（夜間）
経 理 事 務 科

１９人ＯＡシステム科

��������	
�

対　象行事の内容の概要場　所日　時

市　民

原画展 
 白鳥洋一 さん 
しらとりよういち

『絵本の原画展』
市立図書館

１１月１日(木）
～１１日(日）
１０時～１８時

講演会『織田信長の合戦』 
講師　 谷口克広 さん（戦国

たにぐちかつひろ

史研究家・美園町在住）
市　民　会　館

１１月６日(火）
１８時

図書館まつり 
（絵本の読み聞かせ、民話
の読み語り、手話劇など）

市立図書館

１１月１１日(日）
１０時～１６時

絵遊び原画展 
 安  田 みちさん
やす だ

１１月１３日(火）
～２９日(木）
１０時～１８時

乳　児
幼　児

おはなしくれよん 
『わらべうたと絵本の読み
聞かせ』

１１月１４日(水）
１０時３０分

幼　児
小学生

ＤＶＤ上映会
１１月１７日(土）
１３時３０分

おはなしぽけっと 
『絵本の読み聞かせ』

１１月２４日(土）
１３時３０分

▲

参加料　無料
※幼児は、保護者同伴とします。
※毎週木曜日は１９時３０分まで開館時間を延長（試行
　しています（平成２０年３月まで）。

問い合わせ 市立図書館（�○８５ ４３２４） 問 い
合わせ

環境対策グループ
（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

）

※訓練期間の（昼間）は９時～１７時、（夜間）は１８時～２１時です。
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情報あらかると

▼
日
時　
　

月
４
日
�　
　

時
〜　

時

11

10

17

▼
場
所　

室
蘭
市
市
民
会
館

▼
内
容　

歯
科
ド
ッ
ク
（
虫
歯
、
歯
周
病

　

な
ど
の
検
診
）
、
口
腔
清
掃
指
導

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○43
 

３
５
２
２
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時

11

14

14

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容　

毎
日
の
食
生
活
で
、
身
体
に
良

　

い
食
べ
物
や
栄
養
な
ど
に
つ
い
て

▼
講
師　
 
當  
瀬  
規  
嗣 
さ
ん
（
札
幌
医
科
大

と
う 

せ 

の
り 
つ
ぐ

　

学
医
学
部
長
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
医
科
大
学
総
務
課

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

２
１
１
１
）

011

611

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時

11

30

10

▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院
２
階
料
理

　

実
習
室

▼
内
容　

し
ら
す
ご
飯
、
シ
シ
ャ
モ
の
南

　

蛮
漬
け

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
（
貸
し
出
し
可
）

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

11

27

歯
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

で
鎌
田
さ
ん
（
登
別
厚
生
年
金
病
院
�

　

○80
 

３
２
３
５
）

　

人
権
・
離
婚
・
不
動
産
・
金
銭
・
雇
用

い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁

護
委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　
　

月
７
日
�　
　

時
〜　

時

12

10

15

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局

　

総
務
課
（
�
○22
 

５
１
１
１
）

▼ 
日
時　
　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

11

27

12

18

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く　

日
間
）　

９

16

　

時
〜　

時
15

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
代
の
方

60

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
の　

時
ま
で

11

13

12

　

に
電
話
で
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
（
�
○88
 

０
８
８
０
）

講
演
会
『
食
べ
た
も
の
は
ど
う
な
る
？
』

〜
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
道
民
公
開
講
座
〜

栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

・

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

〜
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
〜

１１月は過重労働・

賃金不払残業解

消キャンペーン

月間です

無料相談ダイヤ

ル：�0120－897

－283

問い合わせ　室

蘭労働基準監督

署：�○23 ６１３１

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市白鳥台５丁目１９－２
�○５９ ６４６４

太 平 洋 歯 科 医 院１１月３日（土）
９時～１１時

室蘭市日の出町１丁目２４－２５
�○４６ ６４８０松 田 歯 科 医 院

１１月４日（日）
９時～１１時

登別市新生町３丁目１６－２１
�○８２ １１８２

新生ファミリー歯科

室蘭市港南町１丁目９－１９
�○２２ ３３２２

本 田 歯 科
１１月１１日（日）
９時～１１時

伊達市梅本町５丁目１
�０１４２○２３ ５８０５

藤 原 眼 科・歯 科

室蘭市中央町３丁目５－６
�○２２ ５３６７

前 田 歯 科 医 院１１月１８日（日）
９時～１１時

室蘭市港北町２丁目６－１
�○５５ ６３３０

み う ら 歯 科１１月２３日（金）
９時～１１時

室蘭市港北町２丁目５－１８
�○５５ ０１１８

森歯科クリニック１１月２５日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）問　い
合わせ

１１月の歯科救急医療 文化・スポーツ振興財団より
申し込み・問い合わせ　�○８８ １１１６

　11月25日�は、『第60回ＪＳＣＡ北海道ブロック
マスターズスイミングフェスティバル』が行われる
ため、一般の方は利用できません。

▼展示の日時　11月19日�13時～22日�12時

▼場所　市民会館

▼内容　絵画、押し花、編み物、木工品、写真、パ
　ッチワークなど

▼申込期限　11月９日�（土・日曜日を除く）

▼日時　12月２日�　受け付け８時45分まで　開会
　式９時

▼場所　総合体育館

▼種目　一般の部、競技者の部（各男女別）

▼チーム編成　１チーム５人（選手４人、補欠１人
※４人でも参加できます。

▼参加料　１チーム3,000円

▼申し込み　11月20日�までに、総合体育館に備え
　付けの申込用紙に参加料を添えて申し込み

市民プールが利用できません

市民作品展の作品を募集します

市民ミニバレー大会の参加者を募集します

）
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情報あらかると

 
▼
講
座
・
時
間
・
内
容

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー 
Ｐ  
ｉ  
Ｐ 

ピ 

ッ 

ピ

▼
定
員　

各
回
６
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

各
回
２
千
円
、
教
材
費　

円
200

▼
申
し
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
（
�
・
�
○23
 

　

２
１
０
１
、
ま
た
は
�　

－

８
１
６
９

090

　

－

２
５
１
４
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

11

10

15

▼ 
場
所　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本－

北
海
道

　

室
蘭
支
店

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
相
談
、
障
が
い
者
パ

　

ソ
コ
ン
操
作
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

　

編
集
、
デ
ジ
カ
メ
画
像
編
集
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ

　

ッ
ト
い
ぶ
り
（
�
○45
 

２
７
２
６
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時

11

18

▼
場
所　

札
内
高
原
館

▼
内
容　

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
で
そ
ば

　

打
ち
を
行
い
、
講
師
が
打
っ
た
そ
ば
を

　

試
食
し
、
参
加
者
が
打
っ
た
そ
ば
は
持

　

ち
帰
り
ま
す

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　

２
千
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

11

10

　

で
二
木
さ
ん
（
�
○85
 

２
７
７
３
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
主
催
〜

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
２
０
０
７

V
o
l
・
２
を
開
催
し
ま
す

内　　　容時　　　間講　座

①マウスの使い方、簡単な表作成
②関数入門（１）
③関数入門（２）
④関数応用
⑤グラフの作成

毎週火・金・土曜日
・１５時１５分～１７時１５分
・１７時３０分～１９時３０分

はじめての
エクセル　

①マウスの使い方、簡単な文章作
　成
②文章の整形
③表の作成
④いろいろな文章作成
⑤いろいろな文章作成（応用）

毎週火・金・土曜日
・１３時～１５時
　（火曜日を除く）
・１７時３０分～１９時３０分

はじめての
ワード　　

���������	���������	
　家庭で育てられなくなった庭木など
を登録し、欲しい方に無料であっせん
する制度です。
　樹木を提供していただける方や欲し
い方は、電話でお申し込みください。
　また、グリーンデータバンクのご利
用は市内に居住する方に限ります。
　なお、樹木などの掘り起こしや引き
取り、運搬は、受け取りを希望する方
に行っていただきます。
　詳しくはお問い合わせください。

ゆずります
本数葉　張高　さ名　　称番号

1本約1.4メートル 約1.8メートル シ ャ ク ナ ゲ1

1本約3.0メートル 約3.0メートル モ ミ ジ2

2本約0.3メートル 約0.4メートル ク ン シ ラ ン3

2本約0.2メートル 約0.2メートル ク ン シ ラ ン4

1本約0.3メートル 約0.4メートル 青 年 の 木5

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

月
２
日
�　

11

30

12

　
　

時
〜　

時
（
最
終
日
は　

時
ま
で
）

10

18

17

▼
場
所　

ポ
ス
フ
ー
ル
登
別
店
２
階

※
来
場
者
に
は
小
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

　

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

石
村
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○46
 

１
６
９
５
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

11

10

12

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

健
康
体
操
や
各
種
ゲ
ー
ム
な
ど

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
（
靴
）
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
し
込
み　
　

月
５
日
�
ま
で
に
電
話

11

　

で 
荒  
生 
さ
ん
（
�
○86
 

８
６
３
６
）

あ
ら 

お

そ
ば
打
ち
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別 
蕎  
麦 
道
場
主
催
〜　

そ 

ば

第
６
回
ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ズ
作
品
展

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
を
開
催
し
ま
す

市
民
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜　

11

18

13

30

17

　

時
▼
場
所　

室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
演　

時　

分
、
相
談　

時

13

30

15

※
相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、
相
談
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
講
師　
 
伊  
藤  
淳
一 
さ
ん
（
太
陽
の
園
医

い 

と
う 
じ
ゅ
ん
い
ち

　

療
所
長
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

50

▼
参
加
料　
　

円
（
講
演
会
参
加
者
の
み

500

▼
申
し
込
み　

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
て
フ
ァ
ク
ス

　

で
熊
谷
さ
ん
（
室
蘭
Ｌ
Ｄ
を
考
え
る
会

　

�
・
�
○23
 

１
９
２
３
）

※
相
談
希
望
者
は
、
内
容
を
簡
潔
に
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

高
機
能
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
の
講
演
会
の
開
催

）

問い合わせ
土木公園グループ
（�○８５ 4115）

休館します
市民プール『らくあ』
（問い合わせ　�○８５ ５５８８）

　市民プール『らくあ』は、点検
整備と年末年始により、１２月１６日
（日）から平成２０年１月３日（木）まで休
館します。
　なお、トレーニングルームと研
修室（２階）は、１２月２９日（土）まで
ご利用できます。
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▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時

11

22

18

▼
場
所　

市
立
図
書
館

▼
演
題　

図
書
館
の
自
由
と
は
何
か
？

▼
内
容　

今
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
図
書

　

『
僕
は
パ
パ
を
殺
す
こ
と
に
決
め
た
』

　

（
著
者 
草  
薙  
厚  
子 
さ
ん
）
に
つ
い
て

く
さ 
な
ぎ 
あ
つ 

こ

▼
講
師　
 
西  
村  
一  
夫 
さ
ん
（
大
阪
府
松
原

に
し 
む
ら 
か
ず 

お

　

市
民
図
書
館
長
）

▼
参
加
料　
　

円
（
資
料
代
）

500

▼
問
い
合
わ
せ　

西
村
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

５
３
３
４
）

　

登
別
子
ど
も
劇
場
は
、
児
童
劇
な
ど
の

鑑
賞
や
地
域
の
中
で
の
子
育
て
活
動
を
行

図
書
館
を
知
る
た
め
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
の
図
書
館
を
考
え
る
会
主
催
〜

っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
会
費
（
４
歳
以
上
）　

入
会
金　

円
、

200

　

月
額
１
千
円

◎
た
か
は
し
べ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
『
ち
ち
ん

　

ぷ
い
ぷ
い　

ぼ
く
の
お
ま
じ
な
い
』 

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分

11

28

18

30

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
対
象　

会
員
の
み
（
当
日
入
会
可
）

▼
申
し
込
み　

登
別
子
ど
も
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

２
５
１
１
）

▼
日
時
・
場
所　

①　

月　

日
�
…
婦
人

11

19

　

セ
ン
タ
ー
、
②　

月　

日
�
…
登
別
中

11

20

　

央
福
音
協
会　

各　

時
〜　

時

10

12

▼
内
容　

電
気
や
生
活
費
の
使
い
方
な
ど

　

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す

▼
参
加
料　
　

円
（
当
日
券　

円
）

400

450

※
託
児
（　

円
）
を
行
い
ま
す
が
、
事
前

150

　

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み　

室
蘭
友
の
会

　
　

（
�
○45
 

０
６
０
５
・　

時
〜　

時
）

10

15

　

昨
年
は
、
難
民
の
方
々
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

個
分
の
衣
料
な
ど
を
送
る
こ
と
が
で
き

200ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

11

10

14

▼
場
所　

市
民
会
館
、
鷲
別
公
民
館
、
婦

　

人
セ
ン
タ
ー

▼
受
け
入
れ
る
物　

新
品
の
下
着
、
パ
ジ

　

ャ
マ
、
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
シ

　

ー
ツ
、
洗
濯
済
み
の
毛
布
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
搬
入
方
法
お
よ
び
送
料
一
部
負
担
金　

　

り
ん
ご
箱
程
度
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入

　

れ
て
持
参
。
１
箱
に
つ
き　

円
500

▼
問
い
合
わ
せ　

田
中
さ
ん
（
の
ぼ
り
べ

　

つ
国
際
交
流
会
�
○88
 

０
７
９
７
）

　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児
童
基
金

協
会
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
も
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
『
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運

動
』
へ
の
協
力
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
不

用
の
毛
布
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

23

10

15

▼
場
所　

ア
ー
ニ
ス

▼
問
い
合
わ
せ　

川
瀬
さ
ん
（
日
本
ユ
ニ

　

セ
フ
協
会
北
海
道
支
部
登
別
担
当
�
○83
 

　

１
０
２
７
）

ユ
ニ
セ
フ
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

）

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（�○８５ １８５５）

▼日時・場所　①鉄南ふれあいセ
　ンターでの相談…１２月１５日（土） 
　９時３０分～１２時、②弁護士事務
　所での相談…日時は市民サービ
　スグループにお問い合わせくだ
　さい

▼内容　交通事故や金銭貸借、損
　害賠償、離婚などの法律問題
※裁判や調停中のもの、同じ方に
　よる同一内容の相談はお受けで
　きません。

▼担当弁護士　 芝  垣  美  男 弁護士
しば がき よし お

▼定員　各６人（申込順）

▼申込期限　１１月２９日（木）

▼日時　１１月１０日（土）　９時３０分～
　１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼内容　相続や遺言、各種契約な
　どで官公署に提出する書類の相
　談

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　１１月９日（金）　
※直接会場にお越しいただいても
　相談できますが、できるだけ事
　前にお申し込みください。

　市民生活や消費生活に関する相
談も随時、市民サービスグループ
で受け付けています。
　また、ＤＶに関する相談も受け
付けていますので、もし、あなた
が配偶者や恋人から暴力を受けて
いるなら、一人で悩まず相談して
ください。
　なお、消費生活に関する相談は、
登別消費者協会（労働福祉センタ
ー内・�○８５ ８３０７）でも受け付
けています。

 

無料法律相談

くらしの無料相談

そのほかの相談

～北海道行政書士会室蘭支部主催～

会
員
に
な
っ
て
『
た
か
は
し
べ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

明
る
い
未
来
の
た
め

暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

難
民
の
方
々
に
衣
料
を
送
り
ま
す
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こ
れ
ま
で
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
で
取

り
扱
っ
て
い
た
、
帰
化
や
国
籍
取
得
な
ど

の
国
籍
に
関
す
る
事
務
は
、
平
成　

年
１

20

月
か
ら
札
幌
法
務
局
戸
籍
課
（
札
幌
市
）

で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
法
務
局
戸
籍
課

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－
３
２
１
１
）

011

709

　

室
蘭
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
、
非
行
に
走
っ
た
り
、

非
行
に
走
る
恐
れ
の
あ
っ
た
り
す
る
少
年

と
の
交
流
や
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
健
全

な
成
長
を
手
助
け
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
対
象　

少
年
と
の
交
流
や
月
２
回
の
会

　

合
に
参
加
で
き
る
方

▼
問
い
合
わ
せ　

工
藤
さ
ん

　
　

（
�　

－

２
０
７
４－

４
５
２
４
）

090

▼
対
象　

病
院
や
飲
食
店
、
魚
介
類
の
販

　

売
店
な
ど
で
、
多
く
の
方
に
飲
食
物
を

　

調
理
し
て
提
供
し
て
い
る
調
理
師

▼
内
容　
　

月　

日
の
状
況
を
平
成　

年

12

31

20

　

１
月　

日
ま
で
に
提
出

15

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
保
健
所
健
康
推
進

　

課
（
�
○24
 

９
８
４
４
）

国
籍
に
関
す
る
事
務
は

札
幌
で
取
り
扱
い
し
ま
す

会
員
を
募
集
し
ま
す

調
理
師
の
皆
さ
ん
へ

就
業
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　１１月は、各学科の研修旅行を行う『旅の秋』です。
　情報処理科は、集大成となる旅行業務管理者の勉
強として、１１月１１日～１３日に研修旅行を行います。
旅行先は、自分たちで希望する旅行先のアピールを
行い、投票により沖縄に決定しました。
　今年で５回目となる自動車工学科の研修旅行は、
１１月１０日～１２日に２年
前と同じ『東京モータ
ーショー』を見学に行
きます。今回は乗用部
門と商用部門の合同開
催（前回は乗用のみ）
になり前回よりもにぎ
やかになりそうです。
　建築学科は、卒業設計となる『新登別中央図書館
の設計』のデータ収集のため、日程は未定ですが、
函館市立図書館を見学に行きます。
１１月の体験入学のご案内

▼日時　１１月１０日（土）、１７日（土）　 １１時３０分～１５時

▼申し込み　入学広報室（�０１２０－６６６－９６５・ホーム
　ページ：http://www.nkhs.ac.jp/ent/event/
　open_college.html）

日本工学院北海道専門学校便り
問い合わせ　�○８８ 0888

▲自動車工学科研修旅行

　登別温泉旅館組合の事業として組合加盟のホテル
旅館のご協力で実施しています市民割引優待事業を、
昨年までの『登別市民宿泊５０％割引ご優待券』から
今年は『登別市民宿泊特別ご優待券』に変えて市民
の皆さんにお配りします。ぜひ、この機会に登別温
泉にごゆっくりとご宿泊ください。
◎優待券の配布
　優待券は、今月号の広報のぼりべつに折り込んで
います（１世帯１枚）。
◎有効期間
　１２月２日（日）～２８日（金）
※土曜日と休日の前日はご利用できません。

　地元商工業者の育成や振興、市の財源確保を目的
に、皆さんに生活情報を提供する広告（有料）を募
集しています。
　広告の掲載にあたっては、市内に本・支店、営業
所などがあり、公共性の高いものを優先します。

▼広告の寸法　１枠当たり縦５．５㌢、横８．３㌢

▼広告料金　１８,９００円（税込み）
※『登別市広報のぼりべつ広告掲載要綱』をホーム
　ページに掲載しています。
※詳しくはお問い合わせください。

広報のぼりべつに掲載する広告
（有料）を募集しています

登別温泉へ泊まりに行こう！
登別市民宿泊特別ご優待券の配布

問い合わせ　登別温泉旅館組合
（登別観光協会内�○８４ 3311）

問い合わせ
情報推進グループ（�○８５ ６５８６　ホームペ
ージ　http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp）

・
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　次の医療費助成制度に該当する方は、市役所または各支所で受給者証の交付申請をしてください。
医療費の一部を助成します。 

（すでに、受給者証をお持ちの方は除きます）
問い合わせ　国保・年金グループ（�○８５ １７７１）　

手続きに必要なもの負担内容助成が受けられる要件助成制度の種類

・加入している健康保険証 
・障害の程度が確認できる
　手帳または判定（診断）
　書 
・主たる生計維持者の方の
　課税所得証明書（公簿で
　 確認できる場合には不
　要）
・老人保健法の受給者は、
　受給者証 
・印鑑

・一般世帯　１割負担 
　通院　月額上限　１２,０００円 
　入院　月額上限　４４,４００円 
・住民税非課税世帯 
　初診時に一部負担金 
　（医科５８０円、歯科５１０円）

①市内に住民登録のある方 
②１級・２級と３級の内部障害（心 
　臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直
　腸、小腸、ヒト免疫不全ウィルス
　による免疫の機能障害のみ）の身
　体障害者手帳をお持ちの方 
③知的障害がありＡ判定の療養手帳
　をお持ちかＩＱがおおむね５０以下
　と判定（診断）された方 
④主たる生計維持者の方の所得が制
　限以内であること

重 度 心 身 障 害 者 
医 療 費 助 成 制 度

・加入している健康保険証 
・主たる生計維持者の方の
　課税所得証明書（公簿で
　 確認できる場合には不
　要） 
・印鑑

・一般世帯　１割負担 
　通院　月額上限　１２,０００円 
　入院　月額上限　４４,４００円 
・住民税非課税世帯
　初診時に一部負担金
　（医科５８０円、歯科５１０円）

※親は入院のみ助成。

①市内に住民登録のある方 
②母・父親…母子家庭または父子家
　庭などの親で、満２０歳未満の児童
　を扶養または監護されている方 
③児童…②に該当する親に扶養また
　は監護されている満２０歳未満の児
　童 
　・両親の死亡や行方不明などによ
　　り、ほかの家庭で扶養されてい
　　る満２０歳未満の児童 
④主たる生計維持者の方の所得が制
　限以内であること

ひ と り 親 家 庭 等 
医 療 費 助 成 制 度

・加入している健康保険証 
・主たる生計維持者の方の
　課税所得証明書（公簿で
　 確認できる場合には不
　要） 
・印鑑

・一般世帯　１割負担 
　通院　月額上限　１２,０００円 
　入院　月額上限　４４,４００円 
・３歳未満および住民税非課税
　世帯
　 初診時に一部負担金
　（医科５８０円、歯科５１０円）

①市内に住民登録のある就学前の６
　歳以下の乳幼児 
②主たる生計維持者の方の所得が制
　限以内であること

乳 幼 児 医 療 
費 助 成 制 度

・加入している健康保険証 
・戸籍謄本（子どもが確認
　できるもの） 
・課税所得証明書（本人、
　配偶者、子どもたち全員
　のもの） 
・印鑑

・１割負担

①市内に住民登録のある昭和１４年７
　月３１日以前に生まれた７０歳未満の
　方 
②同一世帯に子どもがいない方、ま
　たは、６カ月以上子どもと別居さ
　れている方　
　（ただし、子どもの特例に該当す
　る場合を除く） 
③一人暮らしの世帯 
④老人夫婦世帯（一方の配偶者が６０
　歳以上であること）
⑤一人暮らし老人と児童の世帯、老
　人夫婦と児童の世帯（児童は１８歳
　未満） 
⑥上記世帯要件のほか所得が制限以
　内であること

老人医療給付特別 
対策制度（道老） 
（平成２０年３月３１
日制度廃止)           
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　皆さんに、安全で安心な水道水を供給するため、毎年、法に基づいた定期の水道水質検査を行っています。
　８月27日に行った検査では、50項目のすべてで水質基準に適合していることが確認されました。
　安心して、市の水道をご利用ください。

問い合わせ

水道グループ
（�○８５ ５５１０）

分　類千歳浄水場
（室蘭市より分水）登別温泉浄水場幌別浄水場水質基準値単　位項　　　　　　目

微生物
000100以下個/�一 般 細 菌1

健　

康　

に　

関　

連　

す　

る　

項　

目

水　
　
　
　
　
　

質　
　
　
　
　
　

基　
　
　
　
　
　

準

不検出不検出不検出検出されないこと－大 腸 菌2

金属類

0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �カドミウム及びその化合物3
0.00005未満0.00005未満0.00005未満0.0005以下㎎/ �水 銀 及 び そ の 化 合 物4
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �セ レ ン 及 び そ の 化 合 物5
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �鉛 及 び そ の 化 合 物6
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �ヒ 素 及 び そ の 化 合 物7
0.005未満0.005未満0.005未満0.05以下㎎/ �六 価 ク ロ ム 化 合 物8

消毒副生成物0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �シアン化物イオン及び塩化シアン9

無機物
0.210.140.1210以下㎎/ �硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素10
0.080.08未満0.08未満0.8以下㎎/ �フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物11
　0.10.05未満0.05未満1以下㎎/ �ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物12

有機物

0.0002未満0.0002未満0.0002未満0.002以下㎎/ �四 塩 化 炭 素13
0.005未満0.005未満0.005未満0.05以下㎎/ �１ 、４ － ジ オ キ サ ン14
0.002未満0.002未満0.002未満0.02以下㎎/ �１、１－ジクロロエチレン15
0.004未満0.004未満0.004未満0.04以下㎎/ �シス－１、２－ジクロロエチレン16
0.002未満0.002未満0.002未満0.02以下㎎/ �ジ ク ロ ロ メ タ ン17
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン18
0.001未満0.001未満0.001未満0.03以下㎎/ �ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン19
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �ベ ン ゼ ン20

消毒剤・
消毒副　
生成物　

0.002未満0.002未満0.002未満0.02以下㎎/ �ク ロ ロ 酢 酸21
0.001未満0.002　　0.006　　0.06以下㎎/ �ク ロ ロ ホ ル ム22
0.004未満0.004未満0.004未満0.04以下㎎/ �ジ ク ロ ロ 酢 酸23
0.002　　0.002　　0.002　　0.1以下㎎/ �ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン24
0.001未満0.001未満0.001未満0.01以下㎎/ �臭 素 酸25
0.004　　0.006　　0.013　　0.1以下㎎/ �総 ト リ ハ ロ メ タ ン26
0.02未満0.02未満0.02未満0.2以下㎎/ �ト リ ク ロ ロ 酢 酸27
0.002　　0.002　　0.005　　0.03以下㎎/ �ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン28
0.001未満0.001未満0.001未満0.09以下㎎/ �ブ ロ モ ホ ル ム29
0.008未満0.008未満0.008未満0.08以下㎎/ �ホ ル ム ア ル デ ヒ ド30

金属類

0.006　　0.005　　0.014　　1.0以下㎎/ �亜 鉛 及 び そ の 化 合 物31

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目

0.03　　0.02　　0.03　　0.2以下㎎/ �アルミニウム及びその化合物32
0.01未満0.01未満0.01　　0.3以下㎎/ �鉄 及 び そ の 化 合 物33
0.005未満0.005未満0.005未満1.0以下㎎/ �銅 及 び そ の 化 合 物34

無機物11　　10.6　　12.2　　200以下㎎/ �ナトリウム及びその化合物35
金属類0.005未満0.005未満0.005未満0.05以下㎎/ �マンガン及びその化合物36

無機物
9.2　　4.7　　6.8　　200以下㎎/ �塩 化 物 イ オ ン37
81　　23　　22　　300以下㎎/ �カルシウム、マグネシウム等（硬度）38
164　　100　　92　　500以下㎎/ �蒸 発 残 留 物39

有機物

0.02未満0.02未満0.02未満0.2以下㎎/ �陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤40
0.000001未満0.000001未満0.000001未満0.00001以下㎎/ �ジ ェ オ ス ミ ン41
0.000001未満0.000001未満0.000001未満0.00001以下㎎/ �２－メチルイソボルネオール42
0.005未満0.005未満0.005未満0.02以下㎎/ �非 イ オ ン 界 面 活 性 剤43
0.0005未満0.0005未満0.0005未満0.005以下㎎/ �フ ェ ノ ー ル 類44
0.2　　0.3　　0.5　　5以下㎎/ �有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）45

基礎的
性　状

7.9　　7.4　　7.5　　5.8以上8.6以下－ｐ Ｈ 値46
異常なし異常なし異常なし異常でないこと－味47
異常なし異常なし異常なし異常でないこと－臭 気48

1未満1未満1未満5以下度色 度49
0.1未満0.1未満0.1未満2以下度濁 度50
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火～金曜日　１０：００～１６：００

　　※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です。
　　※継続希望の場合は、再度お申し込みください。
　　※宝飾品は受け付けしません。

●電子オルガン●ドレッサー（コンセント付き）●電気ポット

（３㍑）●自転車用補助いす●食卓テーブル用ハイコンビラッ

ク（７カ月児～１歳６カ月児用）●エアロビバイク●冷凍庫

（幅88×高さ83×奥行60㌢）●座いす●ミルミキサー●灯油

タンク（90㍑・室内用）●ピアノ●大正琴●フィットネス機

器（乗馬タイプ）●ジューサー（手動式）●パイプベッド●琴

●チャイルドシート●オイルヒーター

●まきストーブ●ミキサー●パソコンプリンター●琴●漢詩

（紀行文など）朗読のＤＶＤ●剣道防具一式（胴着・はかま含

む）●ベビーベッド●編み機

�������	
�	�
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お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

台
風
の
季
節
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
近
く

を
通
る
た
び
に
不
安
に
思
う
の
で
投
稿
し

ま
し
た
。

　

小
学
生
の
『
川
を
き
れ
い
に
』
の
ポ
ス

タ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
富
岸
に
あ
る

２
つ
の
川
は
、
目
に
余
り
ま
す
ね
。

　

雑
草
だ
ら
け
で
丘
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
水
質
を
悪
く
す
る
と
い
う
雑
草
も
勢

い
よ
く
育
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
水
鳥

や
魚
も
来
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

寄
り
つ
か
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
で
す
。

　

一
つ
の
川
は
、
水
が
い
つ
も
黄
ば
ん
で

汚
い
で
す
し
、
立
派
な
『
河
川
名
の
看
板

は
市
民
と
し
て
と
っ
て
も
恥
ず
か
し
い
と

思
い
ま
す
。
何
よ
り
、
大
雨
の
と
き
に
、

土
砂
が
流
れ
て
来
て
大
き
な
被
害
が
で
る

と
思
う
と
と
て
も
恐
ろ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
２
つ
の
川
の
近
く
に
は
買
い

物
ゾ
ー
ン
と
学
校
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か

き
れ
い
な
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
川
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
生
町　

主
婦
）

　

わ
た
し
は
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
休
み

に
な
る
と
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
先
日
も
千

歳
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
途
中
で
気
付
い
た
こ
と
で
す
が
、

登
別
で
行
な
っ
て
い
る
国
道　

号
の
拡
幅

36

工
事
で
、
橋
の
と
こ
ろ
が
真
っ
す
ぐ
で
な

く
屈
折
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
を

通
る
と
き
に
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
と
す
れ

違
い
、
一
瞬
『
ヒ
ヤ
ッ
』
と
し
ま
し
た
。

　

道
路
の
通
行
に
安
全
性
は
保
た
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
寒
く
な
り
道
路
が
ブ
ラ

ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
と
き
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
道
路
の
屈
折
が
、
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
た
い

で
す
。
（
ド
ラ
イ
ブ
好
き
の
ド
ラ
イ
バ
ー

　

先
日
新
聞
に
『
富
岸
川
右
岸
遺
跡
』
の

発
掘
調
査
の
記
事
が
出
て
い
た
。
こ
の
遺

跡
は
縄
文
時
代
の
も
の
で
、
当
時
の
人
た

ち
が
猟
に
使
っ
た
と
見
ら
れ
る
落
と
し
穴

が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

わ
た
し
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
貝
塚
で
石

器
な
ど
を
探
し
て
、
自
由
研
究
に
し
た
覚

え
が
あ
る
。

　

当
時
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し

て
い
た
の
か
が
解
き
明
か
さ
れ
る
と
思
う

と
と
っ
て
も
楽
し
み
だ
。
（
男
性　

代
）

50

道
路
工
事
に
思
う
こ
と

情報あらかると
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川
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4
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・この人と結婚するかも
 中  島 たい 子 　著
なか じま こ

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
　差し上げています。ご利用ください。

　この『ドキドキ』って、勘ち
がい！？ 最初は美大の学食で
のこと。そして、その後もそれ
からも。わたし、この人と結婚
…と、思ってしまうのは妄想？
　表題作のほか、男性の勘ちが
いを描く「ケイタリング・ドラ
イブ」も収録。

・幸せさがし
 鎌  田 　　 實 　著
かま た みのる

　『がんばらない』の鎌田医師
による幸せの探し方９カ条。が
ん患者のおそば屋さん、左手し
か使えないピアニストなどの生
き方から、『勝ち』と『負け』
の間に隠れている本当の幸せを
見つける。

このほかに新しく入った本
◇ 七  里  湖 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しち り こ

 大  庭 みな 子 　著
おお ば こ

◇世界がキューバ 医 療を手本にするわけ　 吉  田 　 太  郎 　著
よし だ た ろう

◇母の介護　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 坪  内 ミキ 子 　著
つぼ うち こ

◇創造的な食育ワークショップ　　　 金  丸 　 弘  美 　著
かな まる ひろ み

◇「いのち」の話がしたい　　　　　　　　　 内  藤 いづみ　著
ない とう

◇さよなら、日本　　　　　　　　　　　　　　　　 柳原 　 和  子 　著
やなぎはら かず こ

◇真犯人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森  下 　 香  枝 　著
もり した か え

◇山手線内回り　　　　　　　　　　　　　　 柳 　 美 　 里 　著
ゆう み り

）

ロ
マ
ン
が
広
が
る
遺
跡
の
発
掘

』
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改
選
後
初
と
な
る
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
が
９

１９

月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

１２

２６

１５

催
し
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
は　

平
成　

年
度
各

（１）

１８

会
計
決
算
の
認
定
が
９
件　

平
成　

年
度
一
般
会
計

（２）

１９

お
よ
び
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
が
２
件　

一
般

（３）

職
お
よ
び
特
別
職
の
給
与
削
減
に
関
す
る
議
案
が
３

件
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
給
与
削

減
に
関
す
る
も
の
は
総
務
・
教
育
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
資
料
要
求
を
含
め
、
長
時
間
に
わ
た
り
質
疑
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
般
質
問
は
、
新
人
議
員
６
名
を
含
む　
１２

名
が
登
壇
し
、
財
政
健
全
化
や
教
育
行
政
の
在
り
方

な
ど
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
認
定
に
関
し
て
は
、
資
料
要
求
を
実

施
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
手
続
き
を
経
て
、　
１０

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
審
査
を

１５

１７

行
い
ま
し
た
。
（
決
算
審
査
内
容
は
、
次
回
に
掲
載

予
定
）

　

尚
、 
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
多
田 
久 

ひ
さ
し

氏
の
選
任
、 
教
育
委
員
会
委
員
に
森
口 
達 
氏
の
任
命

さ
と
る

に
同
意
し
ま
し
た
。

�������	
��
�������

第
2
回
定
例
会
　

本
委
員
会
に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
と
平
成

１９

　

年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
1
号
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

１９去
る
９
月　

日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

２０

　

主
な
内
容
と
し
て
は

　
　
　

カ
ル
ル
ス
墓
地
の
一
部
民
有
地
判
明
に
伴
う
買
取
に
つ
い
て

（１）

　
　
　

季
節
労
働
者
に
対
す
る
就
労
支
援
事
業
へ
の
分
担
金
支
出
に
つ

（２）

　
　

い
て

　
　
　

図
書
購
入
の
指
定
寄
附
に
対
す
る
使
途
変
更
の
考
え
に
つ
い
て

（３）

　

な
ど
の
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。 補

正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

総
務
・
教
育
委
員
会
報
告

　

本
委
員
会
に
は
、
特
別
職
・
一
般
職
（
管
理
職
含
む
）
の
給
与
を
削

減
す
る
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
り
、
平
成　

年
８
月

１９

に
示
さ
れ
た
「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
基
に
、
給
与
削
減
の
根
幹
理
由

を
検
証
す
る
た
め
、
具
体
的
な
資
料
を
要
求
し
ま
し
た
。
去
る
９
月　
２５

日
、　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

２６

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、

　
　
　

登
別
温
泉
小
学
校
跡
地
、
幌
別
町
の
職
員
住
宅
等
遊
休
不
動
産

（１）

　
　

に
入
っ
て
い
な
い
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
お
け
る
財
政
効
果
等
の
検
証
に
つ
い
て

（２）

　
　
　

財
源
確
保
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
考
え
方
お
よ
び

（３）

　
　

目
標
額
に
つ
い
て

　
　
　

給
与
削
減
に
伴
う
職
員
の
士
気
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

（４）

　
　

響
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
　

職
員
採
用
計
画
と
再
任
用
制
度
導
入
の
考
え
に
つ
い
て

（５）

　

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
特
別
職
に
関
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま

し
た
が
、
一
般
職
に
関
し
て
は
、
「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
関
し
て
検
証
し
、
年
度
ご
と
に
進
捗
状
況
を
報
告
す
べ
き
」
と
の
附

帯
意
見
を
つ
け
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
か
ら　

年
度
迄
の
「
中
期
財
政

１９

２２

見
通
し
」
が
作
成
さ
れ
た
が
、
①
こ
の
「
見
通

し
」
は
、
数
字
合
わ
せ
・
そ
の
場
し
の
ぎ
の
印

象
を
受
け
、
何
の
た
め
の
「
見
通
し
」
な
の
か

②
「
見
通
し
」
の
歳
入
・
歳
出
の
積
算
根
拠
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
③
計
画
に
基
づ
い
た
行

政
執
行
の
必
要
性
か
ら
も
第
三
者
機
関
の
助
言

を
受
け
て
分
析
と
財
政
計
画
の
策
定
が
必
要
で

は
④
「
歳
入
の
確
保
」
に
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
策
を
重
要
視
し
た
方
策
が
必
要
な
ど
の

「
財
政
問
題
」
、
「
政
策
形
成
過
程
の
取
り
組

み
」
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
の
取
り

組
み
」
の
３
項
目
に
渡
っ
て
質
問
を
行
っ
た
。

□質
 
　

児
童
の
体
力
２
極
化
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

□答
 
　

子
ど
も
の
体
力
低
下
は
深
刻
な
問
題
、
児

　

童
生
徒
自
ら
が
運
動
へ
の
興
味
・
関
心
・
意

　

欲
を
高
め
る
教
育
活
動
を
通
し
て
指
導
の
充

　

実
に
努
め
る
。

□質
 
　

中
学
校
の
部
活
動
の
現
状
と
考
え
方
は　

□答
 
　

運
動
部
加
入
率　

％
、
部
活
動
は
学
校
生

５８

　

活
の
充
実
、
体
力
向
上
、
健
康
増
進
に
も
効

　

果
的
、
市
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金

　

で
大
会
参
加
費
用
の
負
担
や
消
耗
品
の
購
入

　

費
負
担
な
ど
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を
支
援

　

し
て
い
く
。
計
画
の
推
進
に
は
体
協
、
財
団

　

学
校
そ
し
て
市
民
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
連

　

携
協
力
、
そ
の
仕
掛
け
作
り
は
行
政
の
大
き

　

な
役
割
で
あ
る
。

□質
 
　

地
球
温
暖
化
対
策
を
、
市
民
や
教
育
現
場

　

で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。　

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言
う
気
持
で
、
節
約

　

す
る
気
持
を
常
日
頃
持
つ
事
が
、
地
球
温
暖

　

化
対
策
の
意
識
づ
け
に
最
大
の
効
果
と
思
う

　

が
ど
う
考
え
る
か
。

□答
 
　

環
境
家
計
簿
を
よ
り
使
い
や
す
く
作
成
し

　

市
民
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
事
が
、
市

　

民
の
得
に
な
る
事
と
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢

　

献
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
意
識
づ
け
を
考
え

　

た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境
教
育
の
一

　

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

　

校
長
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

□質
 
　

公
費
に
よ
る
妊
産
婦
健
診
は
全
国
的
に
は

　
　

・
８
％
の
市
町
村
で
２
回
以
上
実
施
さ
れ

９６

　

て
お
り
ま
す
が
、
当
市
で
は
１
回
で
す
。
ぜ

　

ひ
公
費
に
よ
る
妊
産
婦
健
診
を
５
回
に
拡
充

　

す
べ
き
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産
の
安
全
性
の

　

確
保
の
た
め
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及

　

と
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か

　

が
で
す
か
。

□答
 
　

妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
の
拡
大
つ

　

い
て
は
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
検
討
し
て

　

参
り
ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
関
し
て

　

は
、
今
後
マ
ー
ク
の
周
知
を
図
り
母
子
手
帳

　

交
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

□質
 
　

選
挙
は
い
う
ま
で
も
無
く
、
国
民
が
政
治

　

に
直
接
参
加
で
き
る
、
国
民
の
大
き
な
権
利

　

で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
と
考
え

　

る
。
そ
の
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
は
た

　

い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
投
票
率
向
上

　

の
た
め
に
。

　

①
期
日
前
投
票
所
の
増
設
②
宣
誓
書
の
事
前

　

記
入
が
出
来
る
よ
う
な
期
日
前
投
票
方
法
の

　

改
善
③
現
在
の
在
宅
投
票
制
度
基
準
で
は
対

　

象
と
な
ら
な
い
不
自
由
な
方
々
が
、
制
度
の

　

対
象
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い

　

の
か
。

□答
 
　

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
西
胆
振
広
域
連
合

　

の
共
同
電
算
化
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

を
は
か
る
。
③
は
全
国
選
管
連
合
会
で
の
検

　

討
の
推
移
を
見
た
い
。

　

西
胆
振
広
域
合
併
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

が
現
状
を
認
識
し
た
上
で
街
の
将
来
像
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
に

具
体
的
な
情
報
を
公
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

市
長
は
、
国
の
方
針
や
将
来
的
な
日
本
の
構

造
か
ら
合
併
し
な
け
れ
ば
自
治
体
運
営
が
厳
し

い
と
の
考
え
だ
が
、
道
州
制
、
支
庁
再
編
を
見

極
め
て
、
ま
ず
、
広
域
課
題
解
決
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
提
言
し
た
。
最
終
的
な
判
断

は
住
民
の
総
意
に
よ
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
出
て
い
る
中
で
、
市
と
し

て
の
今
後
の
対
応
を
求
め
た
。

��
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地
球
温
暖
化
対
策
！
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��
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今
後
の
行
財
政
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

��
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マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及
と

　
　
　
　
　

妊
産
婦
健
診
の
拡
大
を
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投
票
率
向
上
の
た
め
に
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ス
ト
ッ
プ
、
ザ
合
併

4月の改選後初めての一般質問
新人議員全員を加えて12名の議員が
市民の声を背にして、質問に立つ！！
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□質
 
　

文
科
省
は
、
５
年
ぶ
り
に
不
登
校
児
童
生

徒
の
増
加
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、　
１２

万
６
千　

人
に
も
の
ぼ
り
、
実
に　

人
に
一
人

７６４

３５

の
割
合
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
小
中
合
わ
せ
て　

学
級
が　

人
を
超
え
て
い

２５

３５

ま
す
。
い
じ
め
学
力
不
振
解
消
の
た
め
に
も　
３５

人
以
下
学
級
に
す
べ
き
で
す
。
国
や
、
道
が
行

わ
な
い
な
ら
、
市
独
自
予
算
で
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

□答
 
　

国
の
基
準
を
上
回
る
よ
う
な
事
は
、
財
政

が
苦
し
い
折
、
市
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

□質
 
　

市
内
に
お
け
る
い
じ
め
の
実
態
把
握
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

□答
 
　
　

年
度
に
報
告
さ
れ
た
の
は
小
学
校　

件

１８

４８

中
学
校　

件
。
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を

３１

前
提
に
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
対
策
、
指

導
体
制
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
さ
ら

に
素
早
い
対
応
を
し
て
い
く
。

□質
 
　

女
子
教
育
、
専
門
職
の
育
成
の
場
で
あ
る

文
化
女
子
大
室
蘭
短
大
が
閉
校
に
な
る
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

□答
 
　

市
民
生
活
上
で
学
校
が
な
く
な
る
事
は
、

選
択
肢
が
少
な
く
な
り
、
父
母
の
負
担
が
増
え

非
常
に
残
念
で
あ
る
。

□質
 
　

来
年
４
月
実
施
予
定
の
こ
の
制
度
は
登
別

で
は
約
６
千
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

民
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
保
や
健

保
か
ら
、
新
し
く
で
き
る
後
期
高
齢
者
の
医
療

保
険
に
組
み
込
ま
れ
る
。
現
行
制
度
と
違
う
の

は
、
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
、
月
１

万
５
千
円
以
下
の
低
所
得
者
は
、
窓
口
払
い
と

な
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
周
知
方
法
は
。

□答
 
　

新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
に
は
、

市
町
村
で
の
周
知
が
重
要
で
あ
り
、
個
別
に
説

明
書
類
を
送
る
ほ
か
、
地
域
ご
と
に
説
明
会
を

設
け
た
い
。

□質
 
　

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
い
じ
め
の
温

床
と
も
言
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
児
童
、
生
徒
の
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
実
態
の
現
状
認
識
は

□答
 
　

予
想
以
上
に
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
出
会
い
系
サ
イ
ト

の
利
用
や
、
メ
ー
ル
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
教
委
と
道
警
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
。
児
童
・
生
徒
へ
の
携
帯
電
話
や
、
メ

ー
ル
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
指
導
や
、
保
護

者
に
対
す
る
監
督
義
務
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

啓
発
な
ど
、
今
後
の
指
導
を
強
化
し
た
い
。

　

登
別
は
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

そ
の
自
然
資
源
を
活
用
し
、
世
界
的
な
健
康
保

養
地
を
目
指
し
、
長
期
滞
在
型
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
よ
り

「
健
康
保
養
地
構
想
策
定
審
議
会
」
の
設
置
や

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
リ
ゾ
ー
ト
宣

言
」
を
す
る
べ
き
と
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
行

政
側
は
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
参
画
を
得
て
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
一
の
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
宣
言
に
つ
い
て
は
、
国
際

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　

要
援
護
者
（
高
齢
の
方
や
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
）
や
女
性
は
、

災
害
時
に
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
数
々

の
提
案
を
し
た
結
果
、
「
登
別
市
地
域
防
災
計

画
の
大
幅
見
直
し
・
電
子
媒
体
化
」
、
「
要
援

護
者
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
」
、
「
一
元
化

さ
れ
た
要
援
護
者
名
簿
作
成
と
、
行
政
機
関
内

の
情
報
共
有
」
、
「
公
的
備
蓄
に
乳
幼
児
の
ミ

ル
ク
や
衛
生
保
持
の
為
の
タ
オ
ル
等
を
増
強
」、

「
地
域
防
災
会
議
へ
の
女
性
参
画
」
な
ど
、
多

く
の
改
善
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
介

護
予
防
教
室
な
ど
へ
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

導
入
」
も
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

��

��
�
�

�

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
目
が

　
　

心
が
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
環
境
を

��

��

�
�
�

地
域
の
教
育
課
題
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て
を

��

��

�
�
�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知
は

��

��

��

�

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

��

��

��

�

健
康
保
養
地
構
想
策
定
に
つ
い
て

��
�
�

��

�

要
援
護
者
・
女
性
へ
の
防
災
対
策
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「
で
ぃ
す
か
す
」
は
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、
議
会
と
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
読
め
る
事
を
目

標
に
７
名
の
委
員
が
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
と
ば
の
意
味
を
漏
ら
さ
ず
分

か
り
や
す
く
表
現
す
る
事
ほ
ど
難
し
い
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　

（
木
村
俊
子
）

委

員

会

だ

よ

り

　

教
育
委
員
会
が
示
し
た
市
立
図
書
館

別
館
建
設
計
画
に
つ
い
て
市
民
と
意
見

交
換
を
実
施
し
た
。

　

現
図
書
館
は
、
利
用
者
か
ら
、
ト
イ

レ
や
階
段
、
駐
車
場
な
ど
、
利
便
性
の

悪
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市
教
委
は

課
題
解
決
に
む
け
て
図
書
館
機
能
の
一

部
を
補
完
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

を
建
設
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
当
委
員
会
は
、
８
月

８
日
・　

日
・　

日
の
３
回
、
図
書
館

22

24

を
考
え
る
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団

体
（
市
民
）
か
ら
意
見
を
聴
い
た
。

　

主
な
内
容
は
、

�
図
書
館
の
役
割
、
機
能
に
つ
い
て

�
現
図
書
館
の
現
状
に
つ
い
て

�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
ソ
フ
ト
･
ハ
ー
ド

　

等
）
に
つ
い
て

�
将
来
的
な
図
書
館
活
動
に
つ
い
て

�
新
図
書
館
建
設
構
想
の
将
来
展
望
に

　

つ
い
て
な
ど
で
あ
る
。
今
後
も
当
委

　

員
会
の
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

　

問
題
･

　

課
題
を

　

抽
出
し

　

機
会
が

　

あ
れ
ば

　

市
民
と

　

の
意
見

　

交
換
を

　

実
施
し

　

た
い
。

１
、
白
老
町
の
ご
み
共
同
処
理
か
ら
の

　

撤
退
に
関
し
て

　
　

6
月
4
日
白
老
町
長
よ
り
公
式
文

（1）
　

書
が
届
き
、
平
成　

年
4
月
よ
り
バ

21

　

イ
オ
マ
ス
施
設
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
稼
動
に

　

伴
い
、
共
同
処
理
し
て
来
た
可
燃
ご

　

み
に
つ
い
て
、
独
自
に
処
理
し
た
い

　

旨
の
申
し
入
れ
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

今
日
ま
で
、
委
員
会
と
し
て
契
約

（２）
　

書
や
覚
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

　

を
精
査
し
つ
つ
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

協
議
し
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
と
し

　

て
は
、
市
民
負
担
増
を
避
け
る
た
め

　

そ
の
都
度
、
協
議
内
容
の
報
告
を
求

　

め
る
と
と
も
に
、
設
計
委
託
の
結
果

　

を
踏
ま
え
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

　

検
討
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

8
月　

（３）

24

　

日
の
委
員

　

会
で
市
の

　

見
解
と
し

　

て
、
撤
退

　

に
つ
い
て

　

「
や
む
な

　

し
」
と
の

　

考
え
が
示

　

さ
れ
ま
し

　

た
。

　
　

現
在
、

（４）
　

市
民
生
活

　

部
で
白
老

　

町
と
の
負
担
割
合
を
は
じ
め
、
大
型

　

ご
み
、
不
燃
ご
み
の
処
理
方
法
等
細

　

部
の
ル
ー
ル
作
り
の
合
意
に
向
け
て

　

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
、
市
内
お
よ
び
近
隣
市
の
視
察
に
関

　

し
て

　

市
内
に
あ
る
障
が
い
者
福
祉
施
設
の

視
察
に
加
え
て
、
室
蘭
市
の
し
尿
処
理

施
設
、
伊
達
市
の
障
が
い
者
福
祉
施
設

の
視
察
を　

月
５
日
と
９
日
を
予
定
し

11

て
い
ま
す
。

　

８
月　

日
、　

日
に
か
け
て
、
温
泉

28

29

浄
水
場
や
上
登
別
給
湯
施
設
な
ど
、
合

計　

ケ
所
の
市
内
施
設
を
視
察
し
、
行

25
政
担
当
者
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
運
営

管
理
者
か
ら
入
込
み
数
な
ど
、
現
状
の

説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

　

更
に
、　

月
に
は
３
泊
４
日
に
て
、

10

秋
田
県
の
男
鹿
市
、
大
館
市
、
鹿
角
市

を
視
察
し
、
水
道
事
業
や
埋
蔵
文
化
財

の
史
跡
を
観
光
と
い
う
側
面
か
ら
事
業

展
開
し
て
い
る
施
設
を
視
察
し
た
。

　

今
後
、
視
察
先
で
得
た
情
報
を
基
に
、

各
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
て
議
論
を

し
、
政
策
提
案
を
し
て
い
く
事
に
な
る
。

　

ま
た
、
委
員
会
と
し
て
は
、
所
管
す

る
部
局
や
、
市
内
関
係
各
位
と
積
極
的

に
意
見

交
換
を

し
、
議

会
に
反

映
す
る

よ
う
に

務
め
た

い
と
考

え
て
い

る
。 多

面
的
に
視
察

総務・教育委員会

生活・福祉委員会

観光・経済委員会

　

一
般
質
問
は
、
定
例
会
の
本
会
議
に

お
い
て
、
議
員
が
市
の
行
う
行
政
全
般

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
、
計
画
あ
る
い
は
疑
問
点
な
ど
に

つ
い
て
所
信
を
た
だ
す
こ
と
を
い
い
ま

す
。
正
副
議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
議

会
も
あ
り
ま
す
が
、
全
議
員
に
与
え
ら

れ
て
い
る
権
利
と
い
え
ま
す
。

　

登
別
市
議
会
で
は
、

◎
通
告
制
に
つ
い
て

　

・
通
告
制
を
採
用
し
て
い
る
。

　

・
人
数
制
限
は
し
て
い
な
い
。

　

・
質
問
順
は
締
切
り
後
に
、
く
じ
に

　
　

よ
る
抽
選
で
決
定
す
る
。

◎
質
問
に
つ
い
て

　

・
質
問
時
間
は　

分
（
答
弁
は
含
ま

４５

　
　

な
い
）

　

・
再
質
問
の
回
数
制
限
は
な
し
。

　

・
１
回
目
は
登
壇
、
再
質
問
か
ら
は

　
　

質
問
席
に
て
行
う
。
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▼開館時間　平日…１２時～１８時、土・
　日曜日、祝日…１０時～１８時

▼休館日　月曜日
※月曜日が祝日の場合は、その翌日が
　休館日です。

▼場所　室蘭市中島スポーツセンター

▼入場料（１人１回）　一般　４００　円、
　６５歳以上３００円、高校生２００円、小・
　中学生１００円
※お得な回数券もあります。
※未就学児童は無料です。

▼問い合わせ　室蘭市中島スポーツセ
　ンター（�○４５ ０８００）

��� ��� ���

高橋房次物語
『 銀  杏 のそよぎ』公演

い ちょう

人のうごき（平成19年9月末日現在）／人口53,472（－48）　世帯24,881（－21）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  6586　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

冬の遊び場『スケートリンク』が
１１月１日にオープン！

陸上自衛隊第７音楽隊
ファミリーコンサート

　今年の流行歌も交えた、約５０人によ
る吹奏楽です。

▼日時　１１月３０日　　開場１７時３０分　
　開演１８時

▼場所　だて歴史の杜カルチャーセン
　ター大ホール

▼入場料　無料（整理券必要）

▼整理券取扱所　伊達商工会議所、伊
　達市総務課、だて歴史の杜カルチャ
　ーセンターほかポスターを掲示して
　ある施設など

▼問い合わせ　伊達市自衛隊協力会
　笹木さん（�０１４２○２３ ２２２２）

　その男はどこから来たのか？
　そして、何を残したのか？

▼日時　１１月１８日　　開場１３時３０分　
　開演１４時

▼場所　しらおい創造空間「蔵」
　　(白老町本町１丁目７－５)

▼内容　白老町名誉町民第１号の 高  橋 
たか はし

　 房  次 の生涯を演劇で上演します
ふさ じ

▼入場料　無料
※鑑賞には整理券が必要です。
※詳しくはお問い合わせください。

▼問い合わせ　白老町教育委員会社会
　教育課（�０１４４○８５ ２０２０）

 （日）  （金） 
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　『広報のぼりべつ』では、市民の皆さんのまちづ
くりへの思いや身の回りのできごと、世相、家族・
友達、感動のできごと、新年を迎える自分への激励
など、感じていることを募集します。
　寄せられた原稿は、平成20年１月号の『明日の
登別、明日（２００８年）の私』でご紹介します。
　ふるさと登別の将来像を想い描いたり、来年の自
分に語りかけてみませんか。 明  日 の登別

あし た

　 明　日 　の
２００８年 私
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�
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��
�

��
��
�

投稿要領

▼対象　市内に居住する小学生以上の方

▼原稿　４００字程度
※用紙は、原稿用紙に限らず何でも結構です。手
　書き、ワープロを問いません。

▼投稿方法　封書またははがき、ファクス、Ｅメ
　ールのいずれかに住所・氏名・年齢・電話番号
　を記入してご投稿ください
※紙面では原則としてお名前を掲載しますが、匿
　名を希望される方は『匿名希望』と明記してく
　ださい。

▼締め切り　１１月３０日（金）（必着）

▼投稿先　情報推進グループ（〒０５９－８７０１　中央
　町６丁目11・�○８５ ６５８６・�○８５ １１０８
　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp）
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